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編

集

後

記

主な日程（予定）9月定例会の　
今
年
の
梅
雨
前
線
も
北
九
州
各
地

を
中
心
に
大
き
な
犠
牲
と
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
庄
原
市
内
で
も
道

路
・
河
川
・
農
業
用
施
設
な
ど
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
と
迅
速
な
復
旧
工
事
を

望
む
も
の
で
す
。

　
今
年
で
２
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。市
内
21
会
場
で
延

べ
3
6
9
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。最
初
の
説
明

も
資
料
も
わ
か
り
に
く
か
っ
た
と
の
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。議
員
・
議
会
に
対

す
る
忌
憚
の
な
い
ご
批
判
と
ご
意
見
も

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
が

今
の
私
た
ち
議
会
議
員
の
実
態
で
す
。

　
開
か
れ
た
議
会
に
向
か
っ
て
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
段
階
で

す
。我
々
の
任
期
は
半
年
余
り
に
な

り
ま
し
た
が
、説
明
責
任
の
求
め
ら

れ
る
課
題
は
山
積
し
た
ま
ま
で
す
。

ま
さ
に
正
念
場
で
す
。議
員
活
動
の

原
点
を
再
確
認
し
、議
員
全
員
が
心

一
つ
に
前
進
で
き
る
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　   

　
委 

員 

長
　
　
門
脇
　
俊
照

　   

　
副
委
員
長
　
　
谷
口
　
隆
明

　   

　
委
　
　
員
　
　
福
山
　
権
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木
　
忠
德

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

９月５日（水）

９月６日（木）

９月７日（金）

９月10日（月）

９月19日（水）

９月20日（木）

９月21日（金）

９月25日（火）

９月28日（金）

本会議、
決算審査特別委員会ほか

決算分科会

決算分科会

決算分科会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議、
決算審査特別委員会

本会議

日にち 主な会議名

Shobara city council magazine

第31号

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL 0824-73-1162）へ
　お問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時からの予定です。

広島県市議会議長会
北部ブロック議員研修会

７月18日、庄原市帝釈峡博物展示施設時悠館（東城
町）において、三次市議会、安芸高田市議会、庄原市議
会の議員69名が集まり、研修会を開催しました。

　今日の社会の仕組みは歴史の積み重ねの上にでき
あがったものであり、地域が現在抱えている問題な
どを考える上で必要となる見識を広く養うことを目
的とし、『帝釈縄文人と出会う、一万年の旅』と題して、
中越利夫所長より帝釈峡遺跡群をはじめとする調査
の歴史、資料を展示・保存する意義などについて講演
をいただきました。

「時悠」とは、はるかに限りなく遠い時を意味し、この施設には帝釈峡遺跡群の遺跡や出土品、縄文時代の
岩陰住居の復元、帝釈峡遺跡群の調査の歴史、縄文・弥生時代のくらしの復元、帝釈峡の森や峡谷にみられ
る石灰岩地帯特有の動植物などが展示されています。

講演のようす

時悠館の

紹介

■発行：平成24年８月20日

6月定例会
4p 主な議案

5p 補正予算

6p 議決結果

8p 一般質問

議会報告会を開催
（久代自治振興センター）【2P】
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20代

30代

40代

50代

60代

70代

80代以上

無記入

合　計

4

4

8

42

146

74

8

1

287

人数（人）年　代

庄　原

西　城

東　城

口　和

高　野

比　和

総　領

無記入

合　計

131

14

90

14

5

8

4

21

287

人数（人）地　域

会場で配布回収した
議会報告会アンケートから

●資料の作り方を再検討されるべきで、もう少しわかりや
すい方がよい。

●もう少し報告内容について検討してください。
●議員と市民との間に認識のずれを感じた。

●回答がはっきりしない。説明が長い。
●議会でなく、市議個人の返答が多い。
●前回の議会報告会とあまり進展していない。
●生の声での交換会は良かったと思います。できるだけ続け

てください。
●かなりの人の発言があり意義があった。

●議会だより等ではわからない説明もあり、参考になった。
●議員の直接の声での説明はわかりやすかった。続けてほ

しいと思う。

●議会の情報が全くわからない。選挙の時だけの顔見せの
ような気がする。

●議会の権能を忘れている。
●議会として、基本的な方向を確立すべき。

●議員各位はしっかりと勉強すること。市長としっかり対
決する力を養ってもらいたい。

●10年後、20年後の地域の未来図を見ながら活動してくだ
さい。

　
庄
原
市
議
会
で
は
、議
会
基
本

条
例
に
基
づ
く
議
会
報
告
会
を

７
月
２
日
か
ら
20
日
ま
で
、延
べ

12
日
間
、21
会
場
で
開
催
し
ま
し

た
。市
民
の
皆
さ
ん
に
日
頃
の
議

会
の
活
動
状
況
を
知
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
、市
民
の
皆
さ
ん

の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
直
接
伺

い
、議
会
審
議
へ
生
か
し
た
り
、

議
会
運
営
の
改
善
を
図
る
た
め

に
実
施
す
る
も
の
で
、
延
べ

3
6
9
人
の
参
加
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
班
編
成
に
つ
い
て
は
、議
会
運

営
委
員
会
な
ら
び
に
総
務
財
政
、

教
育
民
生
、産
業
建
設
の
各
常
任

委
員
会
の
正
副
委
員
長
を
班
長

と
し
、議
長
を
除
く
各
常
任
委
員

会
か
ら
１
名
を
選
出
、３
人
を
１

組
と
す
る
８
班
を
編
成
し
ま
し

た
。

　
報
告
会
は
、最
初
に「
平
成
24

年
度
予
算
等
審
議
状
況
に
つ
い

て
」
、「
議
員
定
数
に
つ
い
て
」
、

「
庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業（
㈱
ジ
ュ
オ
ン
）と
の
共
同
事

業
に
つ
い
て
」内
容
の
説
明
や
審

議
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
を

行
っ
た
後
、
質
疑
を
受
け
ま
し

た
。そ
の
後
、意
見
交
換
と
し
て
、

議
会
運
営
や
市
政
全
般
に
つ
い

て
な
ど
様
々
な
意
見
・
提
言
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
報
告
会
で
い
た
だ
い
た
意
見

等
に
つ
い
て
は
、現
在
取
り
ま
と

め
を
行
っ
て
い
ま
す
。

議
会
報
告
会
の
概
要

庄原

高

本村

峰田

敷信

東

山内

北

西城

八鉾

帝釈

小奴可

田森

八幡

東城

久代

新坂

口和

高野

比和

総領

7月13日（金）

7月17日（火）

7月10日（火）

7月12日（木）

7月10日（火）

7月５日（木）

7月20日（金）

7月２日（月）

7月６日（金）

7月10日（火）

7月６日（金）

7月４日（水）

7月11日（水）

7月５日（木）

7月12日（木）

7月３日（火）

7月19日（木）

7月６日（金）

7月４日（水）

7月19日（木）

7月６日（金）

34人

16人

12人

15人

15人

35人

21人

28人

17人

15人

29人

９人

13人

９人

16人

22人

16人

21人

９人

10人

７人

庄原市民会館

高自治振興センター

本村自治振興センター

峰田自治振興センター

敷信地区民ふれあい広場

東自治振興センター

山内自治振興センター

北自治振興センター

西城自治振興センター

八鉾自治振興センター

帝釈自治振興センター

小奴可自治振興センター

田森自治振興センター

八幡自治振興センター

庄原市役所東城支所

久代自治振興センター

新坂自治振興センター

口和自治振興センター

上高自治振興センター

比和自治振興センター

総領自治振興センター

合　計

参加者数

21会場

会　　場開催日地区地域

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

369人

議会報告会の内容について（意見・要望）問  01

本日の議会報告会について問  02

時間について問  03

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

無記入

122

103

35

27

287

人数（人）設　問

合　計

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

無記入

67

126

70

24

287

人数（人）設　問

合　計

①長かった

②ふつう

③短かった

無記入

18

217

20

32

287

人数（人）設　問

合　計

～アンケートにご協力いただき ありがとうございました。～

［ 平成24年度 ］

○回答者総数：287人（回収率：77.8％）
○配布人数：369人（平均17.6人／会場）

■住まい ■年　齢

■性　別

◎平成24年度予算等審議状況について ◎議員定数について

資料について問  04

①多い

②ふつう

③少ない

無記入

0

111

157

19

287

人数（人）設　問

合　計

議会報告会の評価について問  05

意見交換会でお気づきになった点、または、
発言できなかった事項

問  07

①評価する

②どちらともいえない

③評価しない

無記入

115

118

32

22

287

人数（人）設　問

合　計

議会報告会の回数について問  06

庄原市議会についてのご意見問  08

①：23％

②：45％

③：24％

無記入：8％

①：43％

②：36％

③：12％

無記入：9％

◎庄原市と環境ベンチャー企業（㈱ジュオン）との
　　　　　　　　　　　　　　共同事業について

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

無記入

47

96

118

26

287

人数（人）設　問

合　計

①：16％

②：33％
③：41％

無記入：9％

②：39％

③：39％

無記入：7％

①年１回

②年２回

③その他

無記入

120

125

13

29

287

人数（人）設　問

合　計

①：40％

②：41％

③：11％

無記入：8％

無記入：11％ ①：6％

②：76％

③：7％

無記入：10％

①：42％

②：44％

③：5％ ［ アンケートの結果 ］

庄原：46％

西城：5％東城：31％

口和：5％

比和：3％
高野：2％
総領：1％

無記入：7％
20代：1％
30代：1％
40代：3％80代：3％

50代：15％

60代：51％

70代：26％

男

女

無記入

合　計

180

29

78

287

人数（人）性　別

男性：63％

女性：10％

無記入：27％

を開催しました

議 会 報 告 会［主なもの］

［主なもの］

［主なもの］

庄原市民会館
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北自治振興センター

西城自治振興センター

八鉾自治振興センター

帝釈自治振興センター

小奴可自治振興センター

田森自治振興センター

八幡自治振興センター

庄原市役所東城支所

久代自治振興センター

新坂自治振興センター

口和自治振興センター

上高自治振興センター

比和自治振興センター

総領自治振興センター

合　計

参加者数

21会場

会　　場開催日地区地域

庄原

西城

東城

口和

高野

比和

総領

369人

議会報告会の内容について（意見・要望）問  01

本日の議会報告会について問  02

時間について問  03

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

無記入

122

103

35

27

287

人数（人）設　問

合　計

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

無記入

67

126

70

24

287

人数（人）設　問

合　計

①長かった

②ふつう

③短かった

無記入

18

217

20

32

287

人数（人）設　問

合　計

～アンケートにご協力いただき ありがとうございました。～

［ 平成24年度 ］

○回答者総数：287人（回収率：77.8％）
○配布人数：369人（平均17.6人／会場）

■住まい ■年　齢

■性　別

◎平成24年度予算等審議状況について ◎議員定数について

資料について問  04

①多い

②ふつう

③少ない

無記入

0

111

157

19

287

人数（人）設　問

合　計

議会報告会の評価について問  05

意見交換会でお気づきになった点、または、
発言できなかった事項

問  07

①評価する

②どちらともいえない

③評価しない

無記入

115

118

32

22

287

人数（人）設　問

合　計

議会報告会の回数について問  06

庄原市議会についてのご意見問  08

①：23％

②：45％

③：24％

無記入：8％

①：43％

②：36％

③：12％

無記入：9％

◎庄原市と環境ベンチャー企業（㈱ジュオン）との
　　　　　　　　　　　　　　共同事業について

①わかりやすかった

②どちらともいえない

③わかりにくかった

無記入

47

96

118

26

287

人数（人）設　問

合　計

①：16％

②：33％
③：41％

無記入：9％

②：39％

③：39％

無記入：7％

①年１回

②年２回

③その他

無記入

120

125

13

29

287

人数（人）設　問

合　計

①：40％

②：41％

③：11％

無記入：8％

無記入：11％ ①：6％

②：76％

③：7％

無記入：10％

①：42％

②：44％

③：5％ ［ アンケートの結果 ］

庄原：46％

西城：5％東城：31％

口和：5％

比和：3％
高野：2％
総領：1％

無記入：7％
20代：1％
30代：1％
40代：3％80代：3％

50代：15％

60代：51％

70代：26％

男

女

無記入

合　計

180

29

78

287

人数（人）性　別

男性：63％

女性：10％

無記入：27％

を開催しました

議 会 報 告 会［主なもの］

［主なもの］

［主なもの］

庄原市民会館
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職
員
の
給
与
を
時
限
的
に
減
ず

る
特
例
措
置
を
と
る
た
め
、条
例
を

制
定
す
る
も
の

　
こ
の
議
案
は
、本
年
3
月
定
例
会

に
提
案
さ
れ
否
決
と
な
り
、今
定
例

会
に
再
度
提
出
さ
れ
た

●
反
対
討
論

　
市
財
政
の
現
状
と
将
来
を
考
慮

し
て
職
員
賃
金
の
引
き
下
げ
を
提

案
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
市
の
財
政
計
画
、
人
件
費
に
関

す
る
全
体
構
想
を
提
示
さ
れ
、提
案

さ
れ
る
べ
き
だ
。

●
賛
成
討
論

　
市
を
少
し
で
も
良
く
し
よ
う
、耐

え
る
と
き
は
耐
え
よ
う
と
英
断
さ

れ
、労
使
の
交
渉
で
確
認
さ
れ
た
も

の
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と
に
、反

対
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。

▽
否
決

①
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設
の
名
称

②
指
定
す
る
団
体
等

③
指
定
の
期
間

①
庄
原
市
立
庄
原
保
育
所

②
株
式
会
社
　
敷
信
村
農
吉

　
代
表
取
締
役
　
藤
谷
善
久

③
平
成
25
年
４
月
１
日
～

　
平
成
30
年
３
月
31
日（
新
規
）

●
反
対
討
論

　
公
的
保
育
を
公
的
な
直
接
責
任

で
守
り
、若
者
に
魅
力
あ
る
安
定
し

た
職
場
と
子
育
て
環
境
を
充
実
さ

せ
て
こ
そ
、若
者
を
呼
び
込
め
る
魅

力
あ
る
ま
ち
に
な
る
。他
市
の
状
況

や
全
国
の
状
況
も
振
り
返
り
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
の
保
育
全
体
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
見
直
す
時
期
で
は
な

い
か
。こ
れ
以
上
の
民
営
化
は
、近
隣

の
状
況
か
ら
見
て
も
行
き
過
ぎ
だ
。

▽
原
案
可
決

①
庄
原
市
立（
仮
称
）高
野
保
育
所

②
社
会
福
祉
法
人
　
高
野
会

　
理
事
長
　
小
川
益
丸

③
平
成
25
年
４
月
１
日
～

　
平
成
30
年
３
月
31
日（
新
規
）

▽
原
案
可
決

大歳・角栄特定建設工事共同企業体
代表者  株式会社大歳組  代表取締役  大歳幹晴

庄
原
市
職
員
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

議
案
第
１
０
7
号

議
案
第
１
１
５
号

議
案
第
１
１
６
号

　
６
月
定
例
会
は
、６
月
13
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
庄
原
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
や
平
成
24
年
度
庄
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）な
ど
議
案
32
件
、発
議
３
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

西
城
町
大
佐

　
　
　
瀧
　
口
　
秀
　
志
　
氏

▽
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

● 
人 
事

た
き

ぐ
ち

ひ
で

し

議案番号 工　事　名 請負金額 請　負　業　者

とうじょう自治総合センター
（仮称）新築工事

庄原市立庄原中学校
（屋内運動場棟）改築工事

庄原市立庄原保育所新築工事

庄原市立（仮称）
高野保育所新築工事

庄原市高野観光交流ターミナル
（道の駅）駅舎新築工事

庄原中学校敷地整備
（第Ⅱ期）工事

清水・宮田建設工事共同企業体
代表者  清水建設株式会社広島支店
執行役員支店長  松井啓治

増岡組・長岡鉄工建設特定建設工事共同企業体
代表者  株式会社増岡組広島本店
常務取締役本店長  平田啓二

小林建設株式会社・株式会社大歳組
庄原市立庄原保育所新築工事特定建設工事共同企業体
代表者  小林建設株式会社  代表取締役  小林茂樹

長岡鉄工建設・加島建設庄原市立（仮称）
高野保育所新築工事建設工事共同企業体
代表者  長岡鉄工建設株式会社  代表取締役  糸谷康孝

大歳・藤元高野観光交流ターミナル
特定建設工事共同企業体
代表者  株式会社大歳組  代表取締役  大歳幹晴

6億2,055万円

5億1,870万円

6億8,460万円

3億30万円

3億2,025万円

2億6,040万円

第99号

第100号

第101号

第102号

第103号

第104号

原案
可決

●防犯関係事業費
【258万7千円追加】

　貸出用防犯カメラ整備、LED防犯灯設置など

●庁舎管理事業費
【774万円追加】

　比和支所庁舎空調用ボイラー修繕工事など

●社会福祉総務事業費
【975万5千円追加】

　安心生活創造事業経費など

●耕地推進事業費
【1,009万6千円追加】

　農林施設整備補助金の申請件数が多く、増額するもの

●国際友好都市交流事業費
【106万5千円追加】

　中国綿陽市青少年訪問団歓迎会等経費

●保育所施設整備事業費
【５億8,121万7千円減額】

　庄原・（仮称）高野保育所整備関係について、平成23年
度予算に前倒して執行したため重複部分を減額するもの

●医療従事者育成奨学金貸付事業費
【242万円追加】

　看護学生等の申請件数が当初より多く、増額するもの

●清掃総務事業費
【423万6千円追加】

　東城し尿処理施設整備計画について、本年度に一般廃
棄物処理基本計画を策定し、循環型社会形成推進計画の
策定を平成25年度実施に繰り延べたことによるもの

●主な内容

４億9,320万８千円減額補　正　額

310億9,841万８千円補正後の総額

主
な
質
疑

中
国
綿
陽
市
か
ら
の
青
少
年

訪
問
団
歓
迎
会
等
の
経
費
に

つ
い
て
、
財
政
状
況
が
こ
こ
ま
で

陥
っ
て
い
る
の
に
、本
当
に
1
0
6

万
５
千
円
必
要
か
。効
果
の
な
い
交

流
事
業
を
続
け
て
ど
う
な
る
の
か
。

可
能
な
か
ぎ
り
経
費
に
つ
い

て
は
抑
制
で
き
る
も
の
は
抑

制
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。協
定
を

結
ん
で
事
業
を
進
め
て
お
り
、人
材

育
成
と
い
う
視
点
で
は
続
け
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
貸

付
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度

の
状
況
は
。い
つ
か
ら
庄
原
で
従
事

し
て
い
た
だ
き
、効
果
が
で
て
く
る

の
か
。
ま
た
、
貸
付
計
画
は
ど
の
よ

う
に
立
て
て
い
る
の
か
。

今
年
度
は
医
学
生
１
名
、看

護
学
生
17
名
の
応
募
が
あ

り
、全
員
貸
付
決
定
し
た
。全
体
で

は
医
師
が
４
名
、
看
護
師
等
が
56

名
。医
師
の
場
合
、早
く
て
３
年
後
、

看
護
師
等
は
既
に
12
名
卒
業
し
、う

ち
11
名
が
就
職
し
て
い
る
。今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
、本
年
度
中
に
制

度
の
実
績
を
踏
ま
え
て
検
証
作
業

を
行
い
、今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
方
針
を
出
し
て
い
き
た
い
。

農
業
生
産
法
人
育
成
事
業
に

追
加
す
る
５
２
３
万
６
千
円

は
、何
法
人
へ
交
付
さ
れ
る
の
か
。ま

た
、ど
う
い
っ
た
内
容
で
あ
る
の
か
。

10
法
人
か
ら
要
望
が
出
さ
れ

た
が
、設
立
年
度
や
現
在
装
備

さ
れ
て
い
る
機
械
器
具
の
状
況
な
ど

を
勘
案
し
、３
法
人
を
予
算
計
上
し

た
。そ
の
ほ
か
の
法
人
か
ら
の
要
望
に

つ
い
て
は
、平
成
25
年
度
当
初
予
算
で

の
予
算
計
上
を
め
ざ
し
た
い
。内
容

は
、コ
ン
バ
イ
ン
や
米
の
光
選
別
機
と

い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

問

問

問 答

答

答

主
な

議 

案

定
例
会

［ 平成24年 ］

6月

工事請負契約の締結について（すべて原案可決）

6月定例会に提出された
補正予算

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第２号）

６月定例会のようす

庄原市議会では、多くの皆さんの
傍聴をお待ちしています。
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職
員
の
給
与
を
時
限
的
に
減
ず

る
特
例
措
置
を
と
る
た
め
、条
例
を

制
定
す
る
も
の

　
こ
の
議
案
は
、本
年
3
月
定
例
会

に
提
案
さ
れ
否
決
と
な
り
、今
定
例

会
に
再
度
提
出
さ
れ
た

●
反
対
討
論

　
市
財
政
の
現
状
と
将
来
を
考
慮

し
て
職
員
賃
金
の
引
き
下
げ
を
提

案
さ
れ
る
な
ら
、
そ
の
前
提
と
し

て
、
市
の
財
政
計
画
、
人
件
費
に
関

す
る
全
体
構
想
を
提
示
さ
れ
、提
案

さ
れ
る
べ
き
だ
。

●
賛
成
討
論

　
市
を
少
し
で
も
良
く
し
よ
う
、耐

え
る
と
き
は
耐
え
よ
う
と
英
断
さ

れ
、労
使
の
交
渉
で
確
認
さ
れ
た
も

の
を
最
大
限
尊
重
す
る
こ
と
に
、反

対
す
る
理
由
は
見
当
た
ら
な
い
。

▽
否
決

①
管
理
を
行
わ
せ
る
施
設
の
名
称

②
指
定
す
る
団
体
等

③
指
定
の
期
間

①
庄
原
市
立
庄
原
保
育
所

②
株
式
会
社
　
敷
信
村
農
吉

　
代
表
取
締
役
　
藤
谷
善
久

③
平
成
25
年
４
月
１
日
～

　
平
成
30
年
３
月
31
日（
新
規
）

●
反
対
討
論

　
公
的
保
育
を
公
的
な
直
接
責
任

で
守
り
、若
者
に
魅
力
あ
る
安
定
し

た
職
場
と
子
育
て
環
境
を
充
実
さ

せ
て
こ
そ
、若
者
を
呼
び
込
め
る
魅

力
あ
る
ま
ち
に
な
る
。他
市
の
状
況

や
全
国
の
状
況
も
振
り
返
り
な
が

ら
、こ
れ
か
ら
の
保
育
全
体
が
ど
う

あ
る
べ
き
か
見
直
す
時
期
で
は
な

い
か
。こ
れ
以
上
の
民
営
化
は
、近
隣

の
状
況
か
ら
見
て
も
行
き
過
ぎ
だ
。

▽
原
案
可
決

①
庄
原
市
立（
仮
称
）高
野
保
育
所

②
社
会
福
祉
法
人
　
高
野
会

　
理
事
長
　
小
川
益
丸

③
平
成
25
年
４
月
１
日
～

　
平
成
30
年
３
月
31
日（
新
規
）

▽
原
案
可
決

大歳・角栄特定建設工事共同企業体
代表者  株式会社大歳組  代表取締役  大歳幹晴

庄
原
市
職
員
の
給
与
の

特
例
に
関
す
る
条
例

指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

議
案
第
１
０
7
号

議
案
第
１
１
５
号

議
案
第
１
１
６
号

　
６
月
定
例
会
は
、６
月
13
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
庄
原
市
職
員
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
や
平
成
24
年
度
庄
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）な
ど
議
案
32
件
、発
議
３
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

西
城
町
大
佐

　
　
　
瀧
　
口
　
秀
　
志
　
氏

▽
同
意

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の

推
薦
に
意
見
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て

● 

人 

事
た
き

ぐ
ち

ひ
で

し

議案番号 工　事　名 請負金額 請　負　業　者

とうじょう自治総合センター
（仮称）新築工事

庄原市立庄原中学校
（屋内運動場棟）改築工事

庄原市立庄原保育所新築工事

庄原市立（仮称）
高野保育所新築工事

庄原市高野観光交流ターミナル
（道の駅）駅舎新築工事

庄原中学校敷地整備
（第Ⅱ期）工事

清水・宮田建設工事共同企業体
代表者  清水建設株式会社広島支店
執行役員支店長  松井啓治

増岡組・長岡鉄工建設特定建設工事共同企業体
代表者  株式会社増岡組広島本店
常務取締役本店長  平田啓二

小林建設株式会社・株式会社大歳組
庄原市立庄原保育所新築工事特定建設工事共同企業体
代表者  小林建設株式会社  代表取締役  小林茂樹

長岡鉄工建設・加島建設庄原市立（仮称）
高野保育所新築工事建設工事共同企業体
代表者  長岡鉄工建設株式会社  代表取締役  糸谷康孝

大歳・藤元高野観光交流ターミナル
特定建設工事共同企業体
代表者  株式会社大歳組  代表取締役  大歳幹晴

6億2,055万円

5億1,870万円

6億8,460万円

3億30万円

3億2,025万円

2億6,040万円

第99号

第100号

第101号

第102号

第103号

第104号

原案
可決

●防犯関係事業費
【258万7千円追加】

　貸出用防犯カメラ整備、LED防犯灯設置など

●庁舎管理事業費
【774万円追加】

　比和支所庁舎空調用ボイラー修繕工事など

●社会福祉総務事業費
【975万5千円追加】

　安心生活創造事業経費など

●耕地推進事業費
【1,009万6千円追加】

　農林施設整備補助金の申請件数が多く、増額するもの

●国際友好都市交流事業費
【106万5千円追加】

　中国綿陽市青少年訪問団歓迎会等経費

●保育所施設整備事業費
【５億8,121万7千円減額】

　庄原・（仮称）高野保育所整備関係について、平成23年
度予算に前倒して執行したため重複部分を減額するもの

●医療従事者育成奨学金貸付事業費
【242万円追加】

　看護学生等の申請件数が当初より多く、増額するもの

●清掃総務事業費
【423万6千円追加】

　東城し尿処理施設整備計画について、本年度に一般廃
棄物処理基本計画を策定し、循環型社会形成推進計画の
策定を平成25年度実施に繰り延べたことによるもの

●主な内容

４億9,320万８千円減額補　正　額

310億9,841万８千円補正後の総額

主
な
質
疑

中
国
綿
陽
市
か
ら
の
青
少
年

訪
問
団
歓
迎
会
等
の
経
費
に

つ
い
て
、
財
政
状
況
が
こ
こ
ま
で

陥
っ
て
い
る
の
に
、本
当
に
1
0
6

万
５
千
円
必
要
か
。効
果
の
な
い
交

流
事
業
を
続
け
て
ど
う
な
る
の
か
。

可
能
な
か
ぎ
り
経
費
に
つ
い

て
は
抑
制
で
き
る
も
の
は
抑

制
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。協
定
を

結
ん
で
事
業
を
進
め
て
お
り
、人
材

育
成
と
い
う
視
点
で
は
続
け
て
い

く
べ
き
で
あ
る
。

医
療
従
事
者
育
成
奨
学
金
貸

付
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度

の
状
況
は
。い
つ
か
ら
庄
原
で
従
事

し
て
い
た
だ
き
、効
果
が
で
て
く
る

の
か
。
ま
た
、
貸
付
計
画
は
ど
の
よ

う
に
立
て
て
い
る
の
か
。

今
年
度
は
医
学
生
１
名
、看

護
学
生
17
名
の
応
募
が
あ

り
、全
員
貸
付
決
定
し
た
。全
体
で

は
医
師
が
４
名
、
看
護
師
等
が
56

名
。医
師
の
場
合
、早
く
て
３
年
後
、

看
護
師
等
は
既
に
12
名
卒
業
し
、う

ち
11
名
が
就
職
し
て
い
る
。今
後
の

計
画
に
つ
い
て
は
、本
年
度
中
に
制

度
の
実
績
を
踏
ま
え
て
検
証
作
業

を
行
い
、今
後
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
方
針
を
出
し
て
い
き
た
い
。

農
業
生
産
法
人
育
成
事
業
に

追
加
す
る
５
２
３
万
６
千
円

は
、何
法
人
へ
交
付
さ
れ
る
の
か
。ま

た
、ど
う
い
っ
た
内
容
で
あ
る
の
か
。

10
法
人
か
ら
要
望
が
出
さ
れ

た
が
、設
立
年
度
や
現
在
装
備

さ
れ
て
い
る
機
械
器
具
の
状
況
な
ど

を
勘
案
し
、３
法
人
を
予
算
計
上
し

た
。そ
の
ほ
か
の
法
人
か
ら
の
要
望
に

つ
い
て
は
、平
成
25
年
度
当
初
予
算
で

の
予
算
計
上
を
め
ざ
し
た
い
。内
容

は
、コ
ン
バ
イ
ン
や
米
の
光
選
別
機
と

い
っ
た
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

問

問

問 答

答

答

主
な

議 

案

定
例
会

［ 平成24年 ］

6月

工事請負契約の締結について（すべて原案可決）

6月定例会に提出された
補正予算

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第２号）

６月定例会のようす

庄原市議会では、多くの皆さんの
傍聴をお待ちしています。
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■賛成全員のもの

● 平成24年6月

6月13日～6月26日
14日間

会期定例会議決結果

6
月
13
日

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

議
　
　
案

98

99

100

101

102

104

105

専決処分の承認を求めることについて（平成24年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第１号））

工事請負契約の締結について〔とうじょう自治総合センター（仮称）新築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原市立庄原中学校（屋内運動場棟）改築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原市立庄原保育所新築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原市立（仮称）高野保育所新築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原中学校敷地整備（第Ⅱ期）工事〕

市道路線の変更について

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

6
月
22
日

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

議
　
　
案

108

110

111

112

113

114

117

庄原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

庄原市手数料条例の一部を改正する条例

庄原市営バス設置及び管理条例の一部を改正する条例

庄原市保健センター設置及び管理条例の一部を改正する条例

庄原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

庄原市子育て支援施設設置及び管理条例の一部を改正する条例

町及び字の区域の変更について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案第102号は、加島英俊議員除斥

6
月
26
日

議
　
　
　
　
案

発
　
議

106

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

6

7

8

人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔瀧口秀志　氏〕

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

平成24年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市水道事業会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

教育予算の拡充を求める意見書

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

※藤木邦明議員欠席

〔表示例〕　○…賛成  ×…反対  欠…欠席  議長…議長職  棄…棄権

表決
議席

議
　
案

議
　
案

事　件　名
反
対（
人
）

平
山
　
俊
憲

加
島
　
英
俊

和
田
　
満
福

谷
口
　
隆
明

八
谷
　
文
策

佐
々
木
信
行

野
崎
　
幸
雄

宇
江
田
豊
彦

小
谷
　
鶴
義

門
脇
　
俊
照

藤
木
　
邦
明

藤
山
　
明
春

竹
内
　
光
義

西
村
　
和
正

垣
内
　
秀
孝

赤
木
　
忠
德

名
越
　
峯
壽

岡
村
　
信
吉

田
中
　
五
郎

中
原
　
　
巧

林
　
　
高
正

横
路
　
政
之

坂
本
　
義
明

福
山
　
権
二

徳
永
　
泰
臣

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議
決
結
果

番
　
号

議
決
日

種
　
類

賛
成（
人
）

6
月
13
日

6
月
22
日

庄原市職員の給与の特
例に関する条例

庄原市印鑑の登録及び
証明に関する条例の一
部を改正する条例

指定管理者の指定につ
いて〔庄原市立庄原保育
所（新規）〕

指定管理者の指定につ
いて〔庄原市立（仮称）高
野保育所（新規）〕

工事請負契約の締結に
ついて〔庄原市高野観光
交流ターミナル（道の
駅）駅舎新築工事〕

■賛否の分かれたもの

103

107

109

115

116

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○○○○○○ ○○○ ○○

× × ○ × × ○ ○ ○×○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○○

22

10

21

19

19

2

0

4

4

13

○××

棄○○ ○ ○○○○○ 棄○欠

○○○ ○ ○×○○○ ××欠

○○○ ○ ○×○○○ ××欠

○×× ○ ××○×× ××欠

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

否決

意 見 書　
本
市
市
議
会
議
員
が
次
の

と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
功
績
を
た
た
え
、今
後

の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

第
１
３
０
回
中
国
市
議
会

議
長
会
定
期
総
会

開
催
日
時
　
４
月
25
日

開
催
地
　
鳥
取
県
米
子
市

●
議
員
特
別
表
彰

　
　
議
員
28
年
以
上

　
　
　
　
　
加
島
　
英
俊

　
　
議
員
20
年
以
上

　
　
　
　
　
和
田
　
満
福

　
　
　
　
　
谷
口
　
隆
明

　
　
議
員
12
年
以
上

　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

　
　
　
　
　
西
村
　
和
正

●
正
副
議
長
特
別
表
彰

　
　
正
副
議
長
３
年
以
上

　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

●
議
員
普
通
表
彰

　
　
議
員
８
年
以
上

　
　
　
　
　
名
越
　
峯
壽

第
88
回
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会

開
催
日
時
　
５
月
23
日

開
催
地
　
　
東
京
都

●
一
般
表
彰

　
　
議
員
10
年
以
上

　
　
　
　
　
藤
山
　
明
春

　
　
　
　
　
福
山
　
権
二

表
彰

　６月定例会では、３件の意見書が可決され、国会や
関係省庁に提出し、その実現を図るよう求めました。

１．肝炎対策基本法をもとに、必要な法整備及び予算
化をすすめ、全患者の救済策を実施すること。

ほか７項目

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書

発議第6号

１．医療・介護、子育て支援分野の人材確保など、少
子・高齢化に対応した一般行政経費の充実、農林
水産業の再興、環境対策など、今後増大する財政
需要を的確に取り入れ、平成25年度地方財政計画
を策定すること。

ほか２項目

地方財政の充実・強化を求める意見書

発議第7号

１．少人数学級を推進し、その具体的学級規模は、
OECD諸国並みのゆたかな教育環境を整備する
ため、30人以下とすること。

ほか１項目

教育予算の拡充を求める意見書

発議第8号

受賞者を代表してあいさつをする加島英俊議員
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■賛成全員のもの

● 平成24年6月

6月13日～6月26日
14日間

会期定例会議決結果

6
月
13
日

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

議
　
　
案

98

99

100

101

102

104

105

専決処分の承認を求めることについて（平成24年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第１号））

工事請負契約の締結について〔とうじょう自治総合センター（仮称）新築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原市立庄原中学校（屋内運動場棟）改築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原市立庄原保育所新築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原市立（仮称）高野保育所新築工事〕

工事請負契約の締結について〔庄原中学校敷地整備（第Ⅱ期）工事〕

市道路線の変更について

承　　認

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

6
月
22
日

事　　　　件　　　　名番号種類 議決結果議決日

議
　
　
案

108

110

111

112

113

114

117

庄原市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例

庄原市手数料条例の一部を改正する条例

庄原市営バス設置及び管理条例の一部を改正する条例

庄原市保健センター設置及び管理条例の一部を改正する条例

庄原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例

庄原市子育て支援施設設置及び管理条例の一部を改正する条例

町及び字の区域の変更について

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

議案第102号は、加島英俊議員除斥

6
月
26
日

議
　
　
　
　
案

発
　
議

106

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

6

7

8

人権擁護委員候補者の推薦に意見を求めることについて〔瀧口秀志　氏〕

平成24年度庄原市一般会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市国民健康保険特別会計（直診勘定）補正予算（第１号）

平成24年度庄原市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市介護保険特別会計補正予算（第２号）

平成24年度庄原市介護保険サービス事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市浄化槽整備事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市水道事業会計補正予算（第１号）

平成24年度庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号）

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書

地方財政の充実・強化を求める意見書

教育予算の拡充を求める意見書

同　　意

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

※藤木邦明議員欠席

〔表示例〕　○…賛成  ×…反対  欠…欠席  議長…議長職  棄…棄権

表決
議席

議
　
案

議
　
案

事　件　名
反
対（
人
）

平
山
　
俊
憲

加
島
　
英
俊

和
田
　
満
福

谷
口
　
隆
明

八
谷
　
文
策

佐
々
木
信
行

野
崎
　
幸
雄

宇
江
田
豊
彦

小
谷
　
鶴
義

門
脇
　
俊
照

藤
木
　
邦
明

藤
山
　
明
春

竹
内
　
光
義

西
村
　
和
正

垣
内
　
秀
孝

赤
木
　
忠
德

名
越
　
峯
壽

岡
村
　
信
吉

田
中
　
五
郎

中
原
　
　
巧

林
　
　
高
正

横
路
　
政
之

坂
本
　
義
明

福
山
　
権
二

徳
永
　
泰
臣

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25

議
決
結
果

番
　
号

議
決
日

種
　
類

賛
成（
人
）

6
月
13
日

6
月
22
日

庄原市職員の給与の特
例に関する条例

庄原市印鑑の登録及び
証明に関する条例の一
部を改正する条例

指定管理者の指定につ
いて〔庄原市立庄原保育
所（新規）〕

指定管理者の指定につ
いて〔庄原市立（仮称）高
野保育所（新規）〕

工事請負契約の締結に
ついて〔庄原市高野観光
交流ターミナル（道の
駅）駅舎新築工事〕

■賛否の分かれたもの

103

107

109

115

116

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○ ○○○○○○ ○○○ ○○

× × ○ × × ○ ○ ○×○ ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○○

○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○○○ ○○

22

10

21

19

19

2

0

4

4

13

○××

棄○○ ○ ○○○○○ 棄○欠

○○○ ○ ○×○○○ ××欠

○○○ ○ ○×○○○ ××欠

○×× ○ ××○×× ××欠

議
長

議
長

議
長

議
長

議
長

原案
可決

原案
可決

原案
可決

原案
可決

否決

意 見 書　
本
市
市
議
会
議
員
が
次
の

と
お
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ご
功
績
を
た
た
え
、今
後

の
ご
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

第
１
３
０
回
中
国
市
議
会

議
長
会
定
期
総
会

開
催
日
時
　
４
月
25
日

開
催
地
　
鳥
取
県
米
子
市

●
議
員
特
別
表
彰

　
　
議
員
28
年
以
上

　
　
　
　
　
加
島
　
英
俊

　
　
議
員
20
年
以
上

　
　
　
　
　
和
田
　
満
福

　
　
　
　
　
谷
口
　
隆
明

　
　
議
員
12
年
以
上

　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

　
　
　
　
　
西
村
　
和
正

●
正
副
議
長
特
別
表
彰

　
　
正
副
議
長
３
年
以
上

　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

●
議
員
普
通
表
彰

　
　
議
員
８
年
以
上

　
　
　
　
　
名
越
　
峯
壽

第
88
回
全
国
市
議
会
議
長

会
定
期
総
会

開
催
日
時
　
５
月
23
日

開
催
地
　
　
東
京
都

●
一
般
表
彰

　
　
議
員
10
年
以
上

　
　
　
　
　
藤
山
　
明
春

　
　
　
　
　
福
山
　
権
二

表
彰

　６月定例会では、３件の意見書が可決され、国会や
関係省庁に提出し、その実現を図るよう求めました。

１．肝炎対策基本法をもとに、必要な法整備及び予算
化をすすめ、全患者の救済策を実施すること。

ほか７項目

Ｂ型肝炎・Ｃ型肝炎患者の救済に関する意見書

発議第6号

１．医療・介護、子育て支援分野の人材確保など、少
子・高齢化に対応した一般行政経費の充実、農林
水産業の再興、環境対策など、今後増大する財政
需要を的確に取り入れ、平成25年度地方財政計画
を策定すること。

ほか２項目

地方財政の充実・強化を求める意見書

発議第7号

１．少人数学級を推進し、その具体的学級規模は、
OECD諸国並みのゆたかな教育環境を整備する
ため、30人以下とすること。

ほか１項目

教育予算の拡充を求める意見書

発議第8号

受賞者を代表してあいさつをする加島英俊議員



一般質問
ここが聞きたい!
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一般質問
６月定例会では、14名が一般質問を行いました。

この記事は、要旨をまとめたものです。
６月定例会では、14名が一般質問を行いました。

この記事は、要旨をまとめたものです。

日
本
一
住
み
や
す
い
、

住
み
た
い
庄
原
市
に
す
る
た
め
に

①
他
市
が
行
っ
て
い
る
「
第
２
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
」「
若
者
世
帯
の

住
宅
料
金
を
一
律
１
万
円
」「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
」と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
た
場
合
、い
く
ら
必
要
と
な
る
の
か
。

②
本
市
も
他
市
に
負
け
な
い
施
策
を
実
施
す

べ
き
で
あ
る
が
、今
後
に
お
け
る
可
処
分
所

得
の
拡
大
を
実
現
し
、住
み
や
す
い
市
に
す

る
た
め
の
施
策
を
伺
う
。

①
平
成
23
年
度
に
交
付
し
た
出
産
祝

い
金
か
ら
第
２
子
以
降
の
児
童
数
を

６
０
０
名
と
試
算
し
、
こ
の
保
育
料
を
無
料

化
し
た
場
合
の
影
響
額
は
、
年
間
１
億
３
千

万
円
と
な
る
。
次
に
、
若
者
世
帯
の
住
宅
料

金
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
雇
用
促
進
住
宅
使

用
料
収
入
見
込
み
は
３
２
０
０
万
円
で
あ

り
、
こ
れ
を
一
律
１
万
円
の
住
宅
料
金
と
し

て
試
算
す
る
と
、
１
３
０
０
万
円
と
な
り
、

約
２
千
万
円
が
不
足
す
る
。
ま
た
、
医
療
費

の
無
料
化
を
中
学
生
ま
で
拡
充
し
た
場
合
、

公
費
負
担
は
年
間
約
２
２
０
０
万
円
と
な

り
、
さ
ら
に
現
在
５
０
０
円
の
一
部
本
人
負

担
額
を
無
料
と
し
た
場
合
は
、
約
４
２
０
０

万
円
の
公
費
負
担
と
な
る
。
こ
れ
ら
３
つ
の

施
策
を
実
施
し
た
場
合
は
、
年
間
で
約
１
億

９
千
万
円
程
度
必
要
で
あ
る
。

②
可
処
分
所
得
の
拡
大
に
寄
与
す
る
本
市

独
自
の
制
度
と
し
て
、
出
産
祝
い
金
の
支

給
、
新
婚
世
帯
家
賃
・
通
勤
支
援
補
助
、
定
住

促
進
住
宅
使
用
料
の
軽
減
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
保
育
所
・
小
中
学
校
に

つ
い
て
、
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
改
築

等
に
よ
り
教
育
環
境
、
子
育
て
環
境
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。
即
効
薬
的
な
施
策
が
見
つ

か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
が
、
補
助
制
度

や
負
担
軽
減
に
特
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
総

合
的
・
効
果
的
か
つ
横
断
的
に
子
育
て
・
教

育
・
医
療
・
定
住
な
ど
の
各
施
策
に
取
り
組

む
中
で
、
変
化
し
て
い
く
社
会
の
行
方
を
見

据
え
な
が
ら
制
度
の
充
実
、
更
新
を
検
討
し

た
い
。

赤
木
忠
德
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
エ
コ
化
を
進
め
よ
う

○
臨
時
職
員
、嘱
託
職
員
の
雇
用
安
定
を

赤木　忠德議員

あか ぎ のりただ

答 問

こ
の
公
園
は
本
市
の
観
光
拠
点
と

な
っ
て
お
り
、本
市
の
宝
で
あ
る
。こ

れ
ま
で
以
上
の
関
わ
り
を
築
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、市
長
の
思
い
を
伺
う
。

今
年
度
か
ら
庄
原
市
観
光
協
会
を
含

め
て
、
定
期
的
に
協
議
を
し
、
公
園
と

の
連
携
、
公
園
か
ら
市
街
地
へ
の
回
遊
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
公
園
は
本
市
に

と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
宝
で
あ
り
、

市
民
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
公
園
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
市
内
の
事
業
者
が
公
園
内

に
定
期
的
に
出
展
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、

地
元
小
学
生
に
よ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
会

へ
の
参
加
の
ほ
か
、
公
園
で
行
わ
れ
る
草
花

の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
、
そ
こ
で

習
得
し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
技
術
を
自
宅
で

実
践
し
、「
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
」
で
公
開
す
る
な
ど
、
公
園
内
外
に
お
い

て
市
民
を
介
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
。
公
園
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

市
民
と
と
も
に
育
て
て
い
く
公
園
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
と

市
民
が
連
携
し
て
、
市
民
の
公
園
利
用
促
進

に
努
め
て
い
く
。

右
肩
上
が
り
の
保
険
料
に
対
し
て
、

市
を
挙
げ
て
の
抜
本
的
な
独
自
の
抑

制
案
は
な
い
の
か
。

市
独
自
の
抑
制
案
と
は
言
い
難
い

が
、
次
の
３
点
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
給
付
費
の
抑
制
に

努
め
た
い
。
①
「
庄
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」
や
、
現
在
策
定
中
の

「
庄
原
市
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者
数

の
抑
制
や
要
介
護
度
の
重
度
化
の
防
止
に

努
め
る
。
②
自
治
振
興
区
を
中
心
と
し
た
地

域
デ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
、
高
齢
者
を
地
域
で
見

守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
を
強
化
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
う
共
助
の
仕
組
み

を
推
進
す
る
。
③
適
正
な
介
護
給
付
を
行
う

た
め
、
要
介
護
認
定
等
の
適
正
化
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
適
切
化
等
の
取
り
組
み

を
継
続
強
化
す
る
。

門
脇
俊
照
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
職
員
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ

　
い
て

門脇　俊照議員

かど わき てるとし

答

答

問 備
北
丘
陵
公
園
の
今
後
に
つ
い
て

今
後
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

問

①
夏
の
熱
中
症
か
ら
子
ど
も
を
守
る

た
め
、
計
測
器
を
配
備
し
て
未
然
に

防
ぐ
対
策
を
。

②
全
国
で
、登
下
校
時
の
死
傷
事
故
が
続
い

て
い
る
。通
学
路
の
危
険
箇
所
の
一
層
の
安

全
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

①
既
に
計
測
器
を
購
入
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
今
後
、
機
器
の
効
果
を
検

証
し
、
全
市
的
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
最
も
大
切
な
こ

と
は
、
教
職
員
が
高
い
危
機
管
理
意
識
を
も

ち
、
事
前
の
予
防
法
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
熱
中
症
に
対
す
る

理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
保
健
指
導
等
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
に

熱
中
症
に
関
す
る
知
識
と
予
防
法
を
知
ら

せ
、
日
常
生
活
の
中
で
、
自
ら
が
自
分
の
体

を
守
る
力
を
育
て
て
い
く
。

②
各
地
で
発
生
し
た
登
下
校
の
死
傷
事
故

を
受
け
て
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
校
に

対
し
通
知
文
等
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
安
全
確

認
の
徹
底
な
ど
注
意
喚
起
を
促
し
た
。
ま

た
、国
に
お
い
て
は
対
応
策
を
検
討
さ
れ
、

本
年
５
月
30
日
付
け
で
「
学
校
の
通
学
路
の

交
通
安
全
の
確
保
の
徹
底
に
つ
い
て
」全
国

の
教
育
委
員
会
等
へ
通
知
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
第
一
段
階
と
し
て
、
学
校
は
、
保
護

者
等
の
協
力
を
得
て
、
通
学
路
点
検
に
よ
り

交
通
安
全
の
観
点
か
ら
危
険
箇
所
を
抽
出

し
、
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
。
こ
れ
を
受

け
教
育
委
員
会
は
、
学
校
、
保
護
者
、
道
路
管

理
者
、
警
察
署
に
よ
る
合
同
点
検
を
実
施

し
、
対
策
の
必
要
な
箇
所
を
抽
出
す
る
。
第

二
段
階
と
し
て
、
対
策
の
必
要
な
危
険
箇
所

に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
及
び
警
察
署
と
の

連
携
・
協
力
に
よ
り
対
策
の
実
施
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

横
路
政
之
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
街
へ

○
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策

　
に
つ
い
て

○
ま
ち
な
か
の
活
性
化
の
た
め
に

横路　政之議員

よこ ろ ゆきまさ

答 問 児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

通学路に設置されたドライバーへ
注意を呼びかける看板（西城町）

校舎耐震改修工事中の
美古登小学校（西城町）
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一般質問
６月定例会では、14名が一般質問を行いました。

この記事は、要旨をまとめたものです。
６月定例会では、14名が一般質問を行いました。

この記事は、要旨をまとめたものです。

日
本
一
住
み
や
す
い
、

住
み
た
い
庄
原
市
に
す
る
た
め
に

①
他
市
が
行
っ
て
い
る
「
第
２
子
以

降
の
保
育
料
無
料
化
」「
若
者
世
帯
の

住
宅
料
金
を
一
律
１
万
円
」「
中
学
生
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
」と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実

施
し
た
場
合
、い
く
ら
必
要
と
な
る
の
か
。

②
本
市
も
他
市
に
負
け
な
い
施
策
を
実
施
す

べ
き
で
あ
る
が
、今
後
に
お
け
る
可
処
分
所

得
の
拡
大
を
実
現
し
、住
み
や
す
い
市
に
す

る
た
め
の
施
策
を
伺
う
。

①
平
成
23
年
度
に
交
付
し
た
出
産
祝

い
金
か
ら
第
２
子
以
降
の
児
童
数
を

６
０
０
名
と
試
算
し
、
こ
の
保
育
料
を
無
料

化
し
た
場
合
の
影
響
額
は
、
年
間
１
億
３
千

万
円
と
な
る
。
次
に
、
若
者
世
帯
の
住
宅
料

金
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
雇
用
促
進
住
宅
使

用
料
収
入
見
込
み
は
３
２
０
０
万
円
で
あ

り
、
こ
れ
を
一
律
１
万
円
の
住
宅
料
金
と
し

て
試
算
す
る
と
、
１
３
０
０
万
円
と
な
り
、

約
２
千
万
円
が
不
足
す
る
。
ま
た
、
医
療
費

の
無
料
化
を
中
学
生
ま
で
拡
充
し
た
場
合
、

公
費
負
担
は
年
間
約
２
２
０
０
万
円
と
な

り
、
さ
ら
に
現
在
５
０
０
円
の
一
部
本
人
負

担
額
を
無
料
と
し
た
場
合
は
、
約
４
２
０
０

万
円
の
公
費
負
担
と
な
る
。
こ
れ
ら
３
つ
の

施
策
を
実
施
し
た
場
合
は
、
年
間
で
約
１
億

９
千
万
円
程
度
必
要
で
あ
る
。

②
可
処
分
所
得
の
拡
大
に
寄
与
す
る
本
市

独
自
の
制
度
と
し
て
、
出
産
祝
い
金
の
支

給
、
新
婚
世
帯
家
賃
・
通
勤
支
援
補
助
、
定
住

促
進
住
宅
使
用
料
の
軽
減
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
。
ま
た
、
市
内
保
育
所
・
小
中
学
校
に

つ
い
て
、
耐
震
診
断
結
果
に
基
づ
き
、
改
築

等
に
よ
り
教
育
環
境
、
子
育
て
環
境
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。
即
効
薬
的
な
施
策
が
見
つ

か
ら
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
が
、
補
助
制
度

や
負
担
軽
減
に
特
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
総

合
的
・
効
果
的
か
つ
横
断
的
に
子
育
て
・
教

育
・
医
療
・
定
住
な
ど
の
各
施
策
に
取
り
組

む
中
で
、
変
化
し
て
い
く
社
会
の
行
方
を
見

据
え
な
が
ら
制
度
の
充
実
、
更
新
を
検
討
し

た
い
。

赤
木
忠
德
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
エ
コ
化
を
進
め
よ
う

○
臨
時
職
員
、嘱
託
職
員
の
雇
用
安
定
を

赤木　忠德議員

あか ぎ のりただ

答 問

こ
の
公
園
は
本
市
の
観
光
拠
点
と

な
っ
て
お
り
、本
市
の
宝
で
あ
る
。こ

れ
ま
で
以
上
の
関
わ
り
を
築
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、市
長
の
思
い
を
伺
う
。

今
年
度
か
ら
庄
原
市
観
光
協
会
を
含

め
て
、
定
期
的
に
協
議
を
し
、
公
園
と

の
連
携
、
公
園
か
ら
市
街
地
へ
の
回
遊
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
公
園
は
本
市
に

と
っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
宝
で
あ
り
、

市
民
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
公
園
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
と
し
て
、
市
内
の
事
業
者
が
公
園
内

に
定
期
的
に
出
展
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
、

地
元
小
学
生
に
よ
る
ビ
オ
ト
ー
プ
観
察
会

へ
の
参
加
の
ほ
か
、
公
園
で
行
わ
れ
る
草
花

の
植
栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加
者
が
、
そ
こ
で

習
得
し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
技
術
を
自
宅
で

実
践
し
、「
さ
と
や
ま
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ

ン
」
で
公
開
す
る
な
ど
、
公
園
内
外
に
お
い

て
市
民
を
介
し
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て

い
る
。
公
園
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、

市
民
と
と
も
に
育
て
て
い
く
公
園
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー
と

市
民
が
連
携
し
て
、
市
民
の
公
園
利
用
促
進

に
努
め
て
い
く
。

右
肩
上
が
り
の
保
険
料
に
対
し
て
、

市
を
挙
げ
て
の
抜
本
的
な
独
自
の
抑

制
案
は
な
い
の
か
。

市
独
自
の
抑
制
案
と
は
言
い
難
い

が
、
次
の
３
点
の
取
り
組
み
を
推
進

す
る
こ
と
に
よ
り
介
護
給
付
費
の
抑
制
に

努
め
た
い
。
①
「
庄
原
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

介
護
保
険
事
業
計
画
」
や
、
現
在
策
定
中
の

「
庄
原
市
健
康
づ
く
り
計
画
」
を
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
要
介
護
認
定
者
数

の
抑
制
や
要
介
護
度
の
重
度
化
の
防
止
に

努
め
る
。
②
自
治
振
興
区
を
中
心
と
し
た
地

域
デ
イ
ホ
ー
ム
な
ど
、
高
齢
者
を
地
域
で
見

守
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等
を
強
化
し
、

地
域
ぐ
る
み
で
助
け
合
う
共
助
の
仕
組
み

を
推
進
す
る
。
③
適
正
な
介
護
給
付
を
行
う

た
め
、
要
介
護
認
定
等
の
適
正
化
、
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
適
切
化
等
の
取
り
組
み

を
継
続
強
化
す
る
。

門
脇
俊
照
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
職
員
給
与
の
特
例
に
関
す
る
条
例
に
つ

　
い
て

門脇　俊照議員

かど わき てるとし

答

答

問 備
北
丘
陵
公
園
の
今
後
に
つ
い
て

今
後
の
介
護
保
険
料
に
つ
い
て

問

①
夏
の
熱
中
症
か
ら
子
ど
も
を
守
る

た
め
、
計
測
器
を
配
備
し
て
未
然
に

防
ぐ
対
策
を
。

②
全
国
で
、登
下
校
時
の
死
傷
事
故
が
続
い

て
い
る
。通
学
路
の
危
険
箇
所
の
一
層
の
安

全
対
策
を
強
化
す
べ
き
で
は
。

①
既
に
計
測
器
を
購
入
し
て
い
る
学

校
も
あ
る
。
今
後
、
機
器
の
効
果
を
検

証
し
、
全
市
的
な
措
置
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に
最
も
大
切
な
こ

と
は
、
教
職
員
が
高
い
危
機
管
理
意
識
を
も

ち
、
事
前
の
予
防
法
を
講
じ
る
と
と
も
に
、

児
童
生
徒
一
人
一
人
に
熱
中
症
に
対
す
る

理
解
を
深
め
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
引
き
続

き
、
保
健
指
導
等
を
通
し
て
、
児
童
生
徒
に

熱
中
症
に
関
す
る
知
識
と
予
防
法
を
知
ら

せ
、
日
常
生
活
の
中
で
、
自
ら
が
自
分
の
体

を
守
る
力
を
育
て
て
い
く
。

②
各
地
で
発
生
し
た
登
下
校
の
死
傷
事
故

を
受
け
て
、
市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
校
に

対
し
通
知
文
等
に
よ
り
、
さ
ら
な
る
安
全
確

認
の
徹
底
な
ど
注
意
喚
起
を
促
し
た
。
ま

た
、国
に
お
い
て
は
対
応
策
を
検
討
さ
れ
、

本
年
５
月
30
日
付
け
で
「
学
校
の
通
学
路
の

交
通
安
全
の
確
保
の
徹
底
に
つ
い
て
」全
国

の
教
育
委
員
会
等
へ
通
知
さ
れ
た
。
こ
れ
に

よ
る
と
、
第
一
段
階
と
し
て
、
学
校
は
、
保
護

者
等
の
協
力
を
得
て
、
通
学
路
点
検
に
よ
り

交
通
安
全
の
観
点
か
ら
危
険
箇
所
を
抽
出

し
、
教
育
委
員
会
に
報
告
す
る
。
こ
れ
を
受

け
教
育
委
員
会
は
、
学
校
、
保
護
者
、
道
路
管

理
者
、
警
察
署
に
よ
る
合
同
点
検
を
実
施

し
、
対
策
の
必
要
な
箇
所
を
抽
出
す
る
。
第

二
段
階
と
し
て
、
対
策
の
必
要
な
危
険
箇
所

に
つ
い
て
、
道
路
管
理
者
及
び
警
察
署
と
の

連
携
・
協
力
に
よ
り
対
策
の
実
施
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
具

体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

横
路
政
之
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
街
へ

○
学
校
施
設
の
非
構
造
部
材
の
耐
震
対
策

　
に
つ
い
て

○
ま
ち
な
か
の
活
性
化
の
た
め
に

横路　政之議員

よこ ろ ゆきまさ

答 問 児
童
・
生
徒
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

通学路に設置されたドライバーへ
注意を呼びかける看板（西城町）

校舎耐震改修工事中の
美古登小学校（西城町）
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要
望
の「
承
り
役
」行
政
か
ら
一
歩
出

て
、地
域
を「
支
援
」す
る
た
め
に
、一

定
の
エ
リ
ア
ご
と
に
行
政
職
員
を
地
域
担
当

職
員
と
し
て
配
置
す
る
制
度
を
提
案
す
る
。

こ
の
制
度
は
、市
職
員
が
各
地
域
の
担

当
者
と
し
て
地
域
に
出
向
き
、ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、合
併
以
来
、各
地
域
に
自
治
振
興
区

が
組
織
さ
れ
、自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。市
と
し
て
も
、自
治
振

興
区
振
興
交
付
金
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
な
ど
国
の

制
度
を
活
用
し
て
、
自
治
振
興
区
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
る
。ま
た
、こ
れ
を
支
援
す

る
た
め
、本
庁
及
び
各
支
所
に
自
治
振
興
係

を
設
置
、平
成
19
年
度
か
ら
は
、職
員
に
よ
る

「
自
治
振
興
区
応
援
隊
」事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
よ
り
一
層
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
と
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
本
市
の
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
活
動
す
る
住

民
自
治
組
織
で
あ
る
自
治
振
興
区
が
、
地
域

振
興
計
画
の
策
定
、
取
り
組
み
も
さ
れ
て
お

り
、
地
域
課
題
等
の
掘
り
下
げ
も
な
さ
れ
て

い
る
と
判
断
す
る
た
め
、現
在
の
と
こ
ろ「
地

域
担
当
職
員
制
度
」
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。

執
行
者
は
、「
６
月
を
目
途
に
調
査
を

完
了
し
、次
の
手
続
き
に
入
る
」と
明

言
さ
れ
た
が
、現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
は
、地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交

付
金
事
業
の
補
助
事
業
者
と
し
て
、

補
助
金
適
正
化
法
に
規
定
す
る
善
良
な
管
理

者
の
注
意
を
も
っ
て
補
助
事
業
等
を
行
う
義

務
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
及
び
ジ
ュ

オ
ン
が
実
施
し
た
全
事
業
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
る
。
調
査
は
今
年
１
月
中
旬
か
ら
実
施

し
、
現
在
は
調
査
し
た
内
容
を
さ
ら
に
精
査

し
て
お
り
、
６
月
い
っ
ぱ
い
を
目
途
に
そ
の

作
業
を
完
了
し
た
い
。調
査
完
了
後
は
、判
明

し
た
事
実
に
よ
り
市
補
助
金
交
付
規
則
の
規

定
に
基
づ
き
、事
業
取
消
、補
助
金
返
還
命
令

を
行
う
予
定
で
あ
る
。な
お
、そ
の
時
期
に
つ

い
て
は
、全
事
業
調
査
完
了
後
、中
国
四
国
農

政
局
と
協
議
し
、
早
期
に
実
行
す
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

林　　高正議員

はやし まさたか

答

答

問 地
域
担
当
職
員
制
度
導
入
に
つ
い
て

問

若
者
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整

備
し
、若
者
世
代
の
定
住
を
図
り
、人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

伺
う
。

①
雇
用
の
確
保
対
策
の
現
状
と
今
後
の
施
策

②
若
者
定
住
の
た
め
の
住
宅
環
境
対
策
の
現

状
と
今
後
の
施
策

「
新
規
就
農
者
育
成
事
業
奨
励
金
」
制

度
や
国
の
「
農
の
雇
用
事
業
」
の
活
用

に
よ
り
、
農
業
を
め
ざ
す
方
へ
の
支
援
の
取

り
組
み
や
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
と
連
携
し

な
が
ら
「
合
同
就
職
面
接
会
」や
「
北
部
地
域

合
同
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
て
い
る
。今
後

は
、
中
国
横
断
道
尾
道
松
江
線
の
開
通
を
見

越
し
、
木
材
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
す
る

企
業
の
ほ
か
、
本
市
へ
の
立
地
が
メ
リ
ッ
ト

と
な
る
企
業
を
絞
り
込
み
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
な
ど
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。ま
た
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
庄
原
商
工
会
議

所
や
各
商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

業
種
を
越
え
た
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
の
独
自
の
技
術
や
特
徴
を
生

か
し
た
商
品
開
発
に
よ
る
事
業
拡
大
な
ど
、

雇
用
創
出
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

②
現
在
、本
市
で
は
、定
住
促
進
住
宅
を
８
団

地
49
戸
供
給
し
て
い
る
。入
居
者
の
家
賃
負

担
は
借
上
料
の
約
８
割
と
し
て
設
定
し
、収

入
に
応
じ
た
応
能
家
賃
を
設
定
す
る
な
ど
、

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、民
間
賃
貸

住
宅
に
居
住
す
る
新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
新

婚
世
帯
家
賃
支
援
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

補
助
金
交
付
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

本
事
業
が
市
内
へ
住
居
を
置
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
い
う
答
え
も
多
い
。今
後
は
、交
付

対
象
者
が
、
市
内
へ
定
住
さ
れ
て
い
る
か
追

跡
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
、
定
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
検
証
と
合
わ
せ
、
若
者
定

住
の
住
宅
環
境
対
策
を
検
討
す
る
。

徳永　泰臣議員

とく なが おみひろ

答 問 若
者
定
住
促
進
に
つ
い
て

①
広
島
県
道
路
整
備
計
画
の
後
期
整

備
計
画
に
総
領
町
を
通
過
す
る
各
路

線
は
掲
載
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
土
木
局
所

管
事
業
の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。

②
一
般
県
道
中
領
家
庄
原
線
の
五
箇
及
び
田

尻
工
区
は
今
年
度
及
び
次
年
度
以
降
ど
の
よ

う
に
事
業
展
開
さ
れ
る
の
か
。

①
総
領
町
を
通
過
す
る
国
県
道
の
事

業
箇
所
別
の
実
施
計
画
で
は
、
平
成

26
年
度
ま
で
に
完
成
と
す
る
も
の
が
１
カ

所
、
継
続
し
て
整
備
す
る
も
の
が
３
カ
所
、

未
着
手
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
４
カ
所
で

あ
る
。
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
の
優
先
順
位

で
は
短
期
集
中
戦
略
の
広
域
的
な
交
流
・

連
携
基
盤
の
強
化
と
し
て
、
１
位
が
「
港
湾

の
広
域
」
、
２
位
が
集
客
・
交
流
機
能
の
強
化

と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
し
て
「
港
湾
の
集

客
」
と
な
っ
て
お
り
、
道
路
関
係
で
は
「
広
域

的
な
連
携
」
と
し
て
中
国
横
断
自
動
車
道
尾

道
松
江
線
な
ど
が
８
位
と
な
っ
て
い
る
。

②
五
箇
工
区
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
整
備

計
画
で
は
広
島
県
単
独
費
に
よ
り
整
備
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
、

継
続
し
て
整
備
促
進
が
図
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
田
尻
工
区
に
つ
い
て
は
、
緑

資
源
幹
線
林
道
支
線
高
尾
小
坂
線
の
事
業

中
止
を
受
け
、
農
林
水
産
局
と
土
木
局
の
協

議
や
市
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
今
年
度
、
県

は
「
改
良
再
生
事
業
」
と
し
て
部
分
的
で
は

あ
る
が
予
算
付
け
さ
れ
、
整
備
さ
れ
る
。
次

年
度
以
降
も
継
続
し
て
整
備
促
進
が
図
ら

れ
る
よ
う
、要
望
し
て
い
き
た
い
。

中
原
巧
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
へ

　
の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

中原　　巧議員

なか はら たくみ

答 問 総
領
町
を
通
過
す
る
国
県
道
の

整
備
及
び
事
業
の
中
止
さ
れ
た

緑
資
源
幹
線
林
道
支
線

高
尾
小
坂
線
の
代
替
事
業
の

方
向
性
に
つ
い
て

①
機
械
製
作
工
場
の
立
ち
入
り
、
入

札
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
際
、
職
員
は
ど
の
よ
う
な
検
査
を

行
い
、市
長
へ
の
報
告
書
の
内
容
等
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。

②
市
長
は
、目
的
ど
お
り
に
予
算
執
行
す
る

こ
と
や
正
し
い
管
理
を
す
る
こ
と
に
違
反

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

①
工
場
検
査
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
カ
ル
及
び
請
負
業
者
立
会
い

の
も
と
、
納
入
仕
様
書
に
定
め
て
い
る
機
械

機
器
に
つ
い
て
、数
量
の
確
認
、図
面
に
基
づ

く
外
形
寸
法
の
検
査
、
社
内
検
査
の
確
認
を

行
う
と
と
も
に
、
適
宜
機
械
設
備
の
説
明
を

受
け
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、庄
原
工

場
へ
の
機
械
据
付
時
の
検
査
で
は
、
グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
カ
ル
、
請
負
業
者
立
会
い
の
も
と
試

験
運
転
を
行
い
、
仕
様
に
基
づ
い
た
能
力
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
入
札
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
は
、入
札
顛
末
や
契
約
関
係
書
類
、

実
績
報
告
内
容
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

検
査
員
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
各
機
械

に
つ
い
て
の
検
査
日
、整
備
状
況
、書
類
確
認

等
を
し
た
結
果
、
検
査
合
格
に
つ
い
て
、
ま

た
、入
札
状
況
に
関
し
て
は
、グ
リ
ー
ン
ケ
ミ

カ
ル
か
ら
の
入
札
顛
末
書
に
よ
り
報
告
を
受

け
て
い
る
。

②
予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
に

規
定
す
る
市
長
の
担
任
事
務
で
あ
り
、
議
会

で
議
決
さ
れ
た
予
算
を
関
係
法
令
、
条
例
規

則
等
に
基
づ
き
執
行
し
て
い
る
。
本
事
業
に

つ
い
て
も
、
市
で
は
補
助
金
適
正
化
法
等
の

関
係
法
令
及
び
市
の
補
助
金
交
付
規
則
な
ど

に
基
づ
き
適
正
に
管
理
し
、
予
算
執
行
し
て

お
り
、違
反
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、事
業
執
行
に
お
い
て
、事
業
実
施
主

体
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
は
補
助
金
適

正
化
法
に
違
反
す
る
行
為
に
よ
り
起
訴
さ

れ
、
市
と
し
て
は
、
取
消
事
由
に
基
づ
き
、
事

業
取
消
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

八谷　文策議員

やた がい さくぶん

答 問 庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
の
共
同
事
業
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
の

補
助
金
不
正
受
給
刑
事
事
件
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て

一般県道中領家庄原線道路改良工事（単独）のようす

て
ん

て
ん

バイオエタノール実証実験施設（是松町）定住促進住宅（中本町）
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要
望
の「
承
り
役
」行
政
か
ら
一
歩
出

て
、地
域
を「
支
援
」す
る
た
め
に
、一

定
の
エ
リ
ア
ご
と
に
行
政
職
員
を
地
域
担
当

職
員
と
し
て
配
置
す
る
制
度
を
提
案
す
る
。

こ
の
制
度
は
、市
職
員
が
各
地
域
の
担

当
者
と
し
て
地
域
に
出
向
き
、ま
ち
づ

く
り
を
支
援
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
は
、合
併
以
来
、各
地
域
に
自
治
振
興
区

が
組
織
さ
れ
、自
主
的
・
主
体
的
な
地
域
づ
く

り
が
行
わ
れ
て
い
る
。市
と
し
て
も
、自
治
振

興
区
振
興
交
付
金
な
ど
の
ほ
か
、
地
域
マ
ネ

ジ
ャ
ー
や
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
な
ど
国
の

制
度
を
活
用
し
て
、
自
治
振
興
区
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
る
。ま
た
、こ
れ
を
支
援
す

る
た
め
、本
庁
及
び
各
支
所
に
自
治
振
興
係

を
設
置
、平
成
19
年
度
か
ら
は
、職
員
に
よ
る

「
自
治
振
興
区
応
援
隊
」事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
十
分
に
活
用
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
よ
り
一
層
活
用
い
た
だ
け

る
よ
う
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
と
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
本
市
の
地
域
づ
く
り
に
お
い

て
は
、
市
民
自
ら
が
主
体
的
に
活
動
す
る
住

民
自
治
組
織
で
あ
る
自
治
振
興
区
が
、
地
域

振
興
計
画
の
策
定
、
取
り
組
み
も
さ
れ
て
お

り
、
地
域
課
題
等
の
掘
り
下
げ
も
な
さ
れ
て

い
る
と
判
断
す
る
た
め
、現
在
の
と
こ
ろ「
地

域
担
当
職
員
制
度
」
の
導
入
は
考
え
て
い
な

い
。

執
行
者
は
、「
６
月
を
目
途
に
調
査
を

完
了
し
、次
の
手
続
き
に
入
る
」と
明

言
さ
れ
た
が
、現
在
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

市
は
、地
域
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
交

付
金
事
業
の
補
助
事
業
者
と
し
て
、

補
助
金
適
正
化
法
に
規
定
す
る
善
良
な
管
理

者
の
注
意
を
も
っ
て
補
助
事
業
等
を
行
う
義

務
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
及
び
ジ
ュ

オ
ン
が
実
施
し
た
全
事
業
に
つ
い
て
調
査
し

て
い
る
。
調
査
は
今
年
１
月
中
旬
か
ら
実
施

し
、
現
在
は
調
査
し
た
内
容
を
さ
ら
に
精
査

し
て
お
り
、
６
月
い
っ
ぱ
い
を
目
途
に
そ
の

作
業
を
完
了
し
た
い
。調
査
完
了
後
は
、判
明

し
た
事
実
に
よ
り
市
補
助
金
交
付
規
則
の
規

定
に
基
づ
き
、事
業
取
消
、補
助
金
返
還
命
令

を
行
う
予
定
で
あ
る
。な
お
、そ
の
時
期
に
つ

い
て
は
、全
事
業
調
査
完
了
後
、中
国
四
国
農

政
局
と
協
議
し
、
早
期
に
実
行
す
る
よ
う
考

え
て
い
る
。

林　　高正議員

はやし まさたか

答

答

問 地
域
担
当
職
員
制
度
導
入
に
つ
い
て

問

若
者
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
子

ど
も
を
産
み
育
て
ら
れ
る
環
境
を
整

備
し
、若
者
世
代
の
定
住
を
図
り
、人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
の
施
策
に
つ
い
て

伺
う
。

①
雇
用
の
確
保
対
策
の
現
状
と
今
後
の
施
策

②
若
者
定
住
の
た
め
の
住
宅
環
境
対
策
の
現

状
と
今
後
の
施
策

「
新
規
就
農
者
育
成
事
業
奨
励
金
」
制

度
や
国
の
「
農
の
雇
用
事
業
」
の
活
用

に
よ
り
、
農
業
を
め
ざ
す
方
へ
の
支
援
の
取

り
組
み
や
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
庄
原
と
連
携
し

な
が
ら
「
合
同
就
職
面
接
会
」や
「
北
部
地
域

合
同
就
職
面
接
会
」を
開
催
し
て
い
る
。今
後

は
、
中
国
横
断
道
尾
道
松
江
線
の
開
通
を
見

越
し
、
木
材
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
す
る

企
業
の
ほ
か
、
本
市
へ
の
立
地
が
メ
リ
ッ
ト

と
な
る
企
業
を
絞
り
込
み
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す

る
な
ど
誘
致
活
動
を
展
開
し
て
い
く
。ま
た
、

新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
庄
原
商
工
会
議

所
や
各
商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

業
種
を
越
え
た
情
報
交
換
の
場
を
設
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
企
業
の
独
自
の
技
術
や
特
徴
を
生

か
し
た
商
品
開
発
に
よ
る
事
業
拡
大
な
ど
、

雇
用
創
出
に
向
け
取
り
組
み
た
い
。

②
現
在
、本
市
で
は
、定
住
促
進
住
宅
を
８
団

地
49
戸
供
給
し
て
い
る
。入
居
者
の
家
賃
負

担
は
借
上
料
の
約
８
割
と
し
て
設
定
し
、収

入
に
応
じ
た
応
能
家
賃
を
設
定
す
る
な
ど
、

負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。ま
た
、民
間
賃
貸

住
宅
に
居
住
す
る
新
婚
世
帯
を
対
象
に
、
新

婚
世
帯
家
賃
支
援
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

補
助
金
交
付
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

本
事
業
が
市
内
へ
住
居
を
置
く
き
っ
か
け
と

な
っ
た
と
い
う
答
え
も
多
い
。今
後
は
、交
付

対
象
者
が
、
市
内
へ
定
住
さ
れ
て
い
る
か
追

跡
調
査
等
を
行
い
な
が
ら
、
定
住
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
事
業
の
検
証
と
合
わ
せ
、
若
者
定

住
の
住
宅
環
境
対
策
を
検
討
す
る
。

徳永　泰臣議員

とく なが おみひろ

答 問 若
者
定
住
促
進
に
つ
い
て

①
広
島
県
道
路
整
備
計
画
の
後
期
整

備
計
画
に
総
領
町
を
通
過
す
る
各
路

線
は
掲
載
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、
土
木
局
所

管
事
業
の
優
先
順
位
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

た
の
か
。

②
一
般
県
道
中
領
家
庄
原
線
の
五
箇
及
び
田

尻
工
区
は
今
年
度
及
び
次
年
度
以
降
ど
の
よ

う
に
事
業
展
開
さ
れ
る
の
か
。

①
総
領
町
を
通
過
す
る
国
県
道
の
事

業
箇
所
別
の
実
施
計
画
で
は
、
平
成

26
年
度
ま
で
に
完
成
と
す
る
も
の
が
１
カ

所
、
継
続
し
て
整
備
す
る
も
の
が
３
カ
所
、

未
着
手
と
な
っ
て
い
る
も
の
が
４
カ
所
で

あ
る
。
ま
た
、
社
会
資
本
整
備
の
優
先
順
位

で
は
短
期
集
中
戦
略
の
広
域
的
な
交
流
・

連
携
基
盤
の
強
化
と
し
て
、
１
位
が
「
港
湾

の
広
域
」
、
２
位
が
集
客
・
交
流
機
能
の
強
化

と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
と
し
て
「
港
湾
の
集

客
」
と
な
っ
て
お
り
、
道
路
関
係
で
は
「
広
域

的
な
連
携
」
と
し
て
中
国
横
断
自
動
車
道
尾

道
松
江
線
な
ど
が
８
位
と
な
っ
て
い
る
。

②
五
箇
工
区
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
整
備

計
画
で
は
広
島
県
単
独
費
に
よ
り
整
備
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
、

継
続
し
て
整
備
促
進
が
図
ら
れ
る
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
、
田
尻
工
区
に
つ
い
て
は
、
緑

資
源
幹
線
林
道
支
線
高
尾
小
坂
線
の
事
業

中
止
を
受
け
、
農
林
水
産
局
と
土
木
局
の
協

議
や
市
か
ら
の
要
望
に
よ
り
、
今
年
度
、
県

は
「
改
良
再
生
事
業
」
と
し
て
部
分
的
で
は

あ
る
が
予
算
付
け
さ
れ
、
整
備
さ
れ
る
。
次

年
度
以
降
も
継
続
し
て
整
備
促
進
が
図
ら

れ
る
よ
う
、要
望
し
て
い
き
た
い
。

中
原
巧
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
東
日
本
大
震
災
に
係
る
災
害
廃
棄
物
へ

　
の
本
市
の
対
応
に
つ
い
て

中原　　巧議員

なか はら たくみ

答 問 総
領
町
を
通
過
す
る
国
県
道
の

整
備
及
び
事
業
の
中
止
さ
れ
た

緑
資
源
幹
線
林
道
支
線

高
尾
小
坂
線
の
代
替
事
業
の

方
向
性
に
つ
い
て

①
機
械
製
作
工
場
の
立
ち
入
り
、
入

札
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
等
を
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
際
、
職
員
は
ど
の
よ
う
な
検
査
を

行
い
、市
長
へ
の
報
告
書
の
内
容
等
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
か
。

②
市
長
は
、目
的
ど
お
り
に
予
算
執
行
す
る

こ
と
や
正
し
い
管
理
を
す
る
こ
と
に
違
反

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

①
工
場
検
査
に
つ
い
て
は
、
グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
カ
ル
及
び
請
負
業
者
立
会
い

の
も
と
、
納
入
仕
様
書
に
定
め
て
い
る
機
械

機
器
に
つ
い
て
、数
量
の
確
認
、図
面
に
基
づ

く
外
形
寸
法
の
検
査
、
社
内
検
査
の
確
認
を

行
う
と
と
も
に
、
適
宜
機
械
設
備
の
説
明
を

受
け
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、庄
原
工

場
へ
の
機
械
据
付
時
の
検
査
で
は
、
グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
カ
ル
、
請
負
業
者
立
会
い
の
も
と
試

験
運
転
を
行
い
、
仕
様
に
基
づ
い
た
能
力
検

査
を
実
施
し
て
い
る
。
一
方
、
入
札
状
況
の

チ
ェ
ッ
ク
は
、入
札
顛
末
や
契
約
関
係
書
類
、

実
績
報
告
内
容
等
の
検
査
を
行
っ
て
い
る
。

検
査
員
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
各
機
械

に
つ
い
て
の
検
査
日
、整
備
状
況
、書
類
確
認

等
を
し
た
結
果
、
検
査
合
格
に
つ
い
て
、
ま

た
、入
札
状
況
に
関
し
て
は
、グ
リ
ー
ン
ケ
ミ

カ
ル
か
ら
の
入
札
顛
末
書
に
よ
り
報
告
を
受

け
て
い
る
。

②
予
算
執
行
に
つ
い
て
は
、
地
方
自
治
法
に

規
定
す
る
市
長
の
担
任
事
務
で
あ
り
、
議
会

で
議
決
さ
れ
た
予
算
を
関
係
法
令
、
条
例
規

則
等
に
基
づ
き
執
行
し
て
い
る
。
本
事
業
に

つ
い
て
も
、
市
で
は
補
助
金
適
正
化
法
等
の

関
係
法
令
及
び
市
の
補
助
金
交
付
規
則
な
ど

に
基
づ
き
適
正
に
管
理
し
、
予
算
執
行
し
て

お
り
、違
反
し
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
、事
業
執
行
に
お
い
て
、事
業
実
施
主

体
で
あ
る
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
は
補
助
金
適

正
化
法
に
違
反
す
る
行
為
に
よ
り
起
訴
さ

れ
、
市
と
し
て
は
、
取
消
事
由
に
基
づ
き
、
事

業
取
消
を
行
う
考
え
で
あ
る
。

八谷　文策議員

やた がい さくぶん

答 問 庄
原
市
と
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
と
の
共
同
事
業
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
の

補
助
金
不
正
受
給
刑
事
事
件
等
へ
の

対
応
に
つ
い
て

一般県道中領家庄原線道路改良工事（単独）のようす

て
ん

て
ん

バイオエタノール実証実験施設（是松町）定住促進住宅（中本町）



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!
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庄
原
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

観
光
施
策
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
る
の
か
。

庄
原
市
上
野
総
合
公
園
は
、
上
野
池
、

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
を
含
む

広
域
な
都
市
公
園
で
あ
る
が
、そ
の
中
で
も
上

野
池
周
辺
の
、通
称
上
野
公
園
に
お
い
て
は
、

四
季
お
り
お
り
の
風
景
が
、市
内
外
か
ら
観
光

客
を
誘
っ
て
お
り
、庄
原
地
域
に
お
け
る
主
要

な
観
光
地
の
一
つ
で
あ
り
、ま
た
、
朝
夕
の
散

歩
や
魚
釣
り
な
ど
、気
軽
に
健
康
づ
く
り
や
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
。毎
年
４
月
１
日
か
ら
の
１
カ
月

間
は
、桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、夏
は
花
火
大

会
、そ
の
ほ
か
に
、し
ょ
う
ば
ら
夢
ほ
た
る
が

実
施
す
る
冬
の
上
野
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事

業
が
あ
る
。以
上
の
と
お
り
、春
の
桜
、夏
の
花

火
、
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、庄
原
地
域

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
等
と
か
ら
め
て
、よ
り
多
く
の

集
客
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

三
次
市
、
安
芸
高
田
市
と
建
設
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
整
備
計
画
と
し

て
は
、何
年
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

庄
原
地
域
の
斎
場
の
整
備
は
、長
期
総

合
計
画
・
後
期
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
の
工
事
完
成
を
予
定
し
て
い

る
。
総
事
業
費
は
現
地
建
て
替
え
を
前
提
と

し
て
、約
４
億
５
千
万
円
を
計
画
し
て
い
る
。

今
年
度
中
に
本
市
全
体
の
斎
場
整
備
計
画
を

策
定
し
、
庄
原
地
域
の
整
備
計
画
を
ま
と
め

た
い
。

坂本　義明議員

さか もと あきよし

答

答

問 庄
原
上
野
公
園
の
今
後
に
つ
い
て

問

㈱
ジ
ュ
オ
ン
等
の
経
営
者
を
補
助
金

適
正
化
法
違
反
で
告
訴
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、市
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
に
甘
さ
が

あ
っ
た
と
の
市
長
見
解
を
具
体
的
に
説
明

さ
れ
た
い
。

こ
の
事
件
に
関
し
て
、甘
さ
が
あ
っ
た

と
発
言
し
た
真
意
は
、
具
体
的
に
甘

か
っ
た
部
分
が
あ
る
と
認
識
し
て
発
言
し
た

も
の
で
は
な
く
、
関
係
法
令
や
条
例
に
沿
っ

て
手
続
き
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

正
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、そ
の
よ
う
な
発
言
に
な
っ
た
。チ
ェ
ッ
ク

体
制
に
つ
い
て
は
、
市
の
直
接
事
業
な
ら
諸

規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
明
文
化
さ
れ
た

ル
ー
ル
に
よ
り
細
か
く
監
視
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。一
方
で
、本
事
業
は
グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
カ
ル
が
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
市
は
間
接
的
に
し
か
関
わ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
不
正
を
見
抜
け
ず

に
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

ジ
ュ
オ
ン
問
題
は
、
市
長
に
よ
る
行

政
執
行
が
、
こ
の
件
に
限
り
一
部
の

部
局
に
特
命
さ
れ
、市
行
政
の
総
合
力
を
集

め
た
推
進
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
主
因

で
は
な
い
か
。

市
の
事
務
及
び
事
業
の
遂
行
は
、地
方

自
治
法
に
基
づ
き
、市
行
政
組
織
条
例

を
定
め
、
市
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
分

掌
さ
せ
る
た
め
、課
を
設
置
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
を
適
正
か
つ
能
率
的
に
遂
行
さ
せ
る
た

め
、
市
行
政
組
織
規
則
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

課
に
事
務
・
事
業
を
担
当
さ
せ
て
い
る
。こ
の

ジ
ュ
オ
ン
関
連
の
事
業
に
限
っ
て
、
特
定
の

組
織
の
一
部
に
決
定
・
推
進
権
限
を
限
定
さ

せ
た
と
い
う
認
識
は
な
い
。ま
た
、こ
の
ジ
ュ

オ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
他
の
政
策
と
同

様
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
推
進
し
て
お
り
、
市

長
の
独
断
に
よ
り
推
進
し
た
と
い
う
認
識
は

な
い
。

福山　権二議員

ふく やま じけん

答 問 ジ
ュ
オ
ン
問
題
の
事
業
管
理
に
つ
い
て

答 問 ジ
ュ
オ
ン
問
題
の
総
括
視
点
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

尾
道
松
江
線
の
開
通
を
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
場
産
業

の
育
成
や
新
た
な
産
業
を
起
こ
し
、地
域
経

済
の
拡
大
・
発
展
、
雇
用
の
創
出
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
伺
う
。

広
島
経
済
同
友
会
地
域
経
済
委
員
会

か
ら
発
表
さ
れ
た
「
都
市
圏
を
結
ぶ

高
速
自
動
車
網
を
活
用
し
た
広
島
県
経
済

の
振
興
方
策
」
で
は
、
農
林
業
、
観
光
業
な
ど

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、
尾
道
松
江
線
の
開
通
に

よ
り
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
、
中
で
も
農
林

業
の
経
済
効
果
は
高
く
、
次
に
観
光
業
等
が

増
加
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
で
は
道
路
整
備
に
よ
る
時

間
短
縮
で
、
愛
媛
県
や
、
備
後
地
区
、
出
雲
・

松
江
市
方
面
へ
の
取
引
増
加
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
農
業
・
観
光
事
業
で
は
「
庄

原
市
高
野
観
光
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
道
の

駅
）
」
を
整
備
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農

産
物
な
ど
の
販
売
、
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
の
情
報
発
信
機
能
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

高
野
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
組
む
未

来
創
造
事
業
で
は
、
特
産
品
開
発
や
着
地
型

観
光
事
業
を
市
民
と
協
働
に
よ
り
実
施
し
、

新
た
な
価
値
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
未
来
創
造
事
業
の
成
果
を
全
市
に
普

及
さ
せ
、
農
業
・
林
業
・
観
光
を
中
心
に
、
既

存
産
業
の
育
成
と
新
規
産
業
の
創
出
・
企
業

誘
致
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

高
野
地
区
か
ら
河
内
地
区
ま
で
の
林

道
整
備
区
間
の
事
業
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

「
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
」と

し
て
、平
成
11
年
度
か
ら
約
３
・
３
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
計
画
実
施
さ
れ
、平
成
22
年

度
か
ら
道
整
備
交
付
金
事
業
と
し
て
、引
き

続
き
、平
成
28
年
度
を
完
成
目
標
年
度
と
し

て
施
工
さ
れ
て
い
る
。平
成
23
年
度
末
ま
で

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
３
・
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

完
成
し
、
残
り
約
２
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

未
改
良
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
完
成
を
広
島

県
に
要
望
し
て
い
る
。

西
村
和
正
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

西村　和正議員

にし むら かず まさ

答

①
国
産
材
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
今

日
、再
造
林
し
た
く
て
も
補
助
金
だ
け

で
は
自
己
負
担
が
多
く
て
困
難
で
あ
る
。「
東

城
町
森
林
再
生
協
議
会
」は
自
主
的
に
再
造

林
対
策
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。再
造
林
・
保
育

林
対
策
を
、国
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、市
の
対
応
を
伺
う
。

②
市
内
木
材
活
用
を
普
及
す
る
た
め
に
、増

改
築
に
対
し
て
、
奨
励
金
だ
け
で
な
く
、
木

材
製
品
の
現
物
支
給
を
す
る
べ
き
と
思
う

が
、考
え
を
伺
う
。

①
造
林
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
再
造

林
に
つ
い
て
の
補
助
に
変
更
は
な
い

が
、間
伐
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
度
よ
り
保

育
間
伐
主
体
か
ら
搬
出
間
伐
主
体
へ
と
方
針

が
変
更
さ
れ
た
。平
成
23
年
11
月
に
全
国
市

長
会
か
ら
、再
造
林
・
保
育
林
に
つ
い
て
支
援

を
行
う
こ
と
な
ど
を
国
に
対
し
要
望
し
、保

育
林
の
支
援
と
し
て
、新
た
に
平
成
24
年
度

か
ら
、森
林
経
営
計
画
等
に
基
づ
く
場
合
は
、

平
均
胸
高
直
径
18
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の

除
伐
が
補
助
対
象
と
な
っ
た
。ま
た
、本
市
の

場
合
、搬
出
間
伐
が
困
難
な
地
域
が
多
く
、保

育
林
対
策
の
一
つ
で
あ
る
切
捨
て
間
伐
は
必

要
な
施
業
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
」で
は
、
15

年
間
未
整
備
の
人
工
林
が
間
伐
の
要
件
と

な
っ
て
い
た
が
、今
年
度
か
ら
、そ
の
う
ち
保

安
林
に
つ
い
て
は
10
年
間
未
整
備
に
短
縮
さ

れ
た
。保
安
林
以
外
に
つ
い
て
も
期
間
の
短

縮
を
、県
に
対
し
要
望
し
て
い
き
た
い
。

②
市
内
木
材
の
普
及
に
つ
い
て
は
、「
地
域
木

材
住
宅
建
築
普
及
奨
励
金
」
の
制
度
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
な
る
普
及
の
た
め
に

は
、
提
案
の
よ
う
に
、
森
林
組
合
な
ど
で
、
地

域
の
原
木
を
含
む
木
材
製
品
の
提
供
な
ど
、

消
費
者
が
入
手
し
や
す
い
仕
組
み
を
検
討
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
本
年
度
策
定
す
る

林
業
振
興
計
画
の
中
で
も
、地
域
材
の
普
及
、

利
用
促
進
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
。さ
ら
に
、「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が
、平
成

22
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、今
年

度
早
期
に
、本
市
の「
公
共
建
築
物
等
に
お
け

る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
方
針
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
地
域
材
の
普
及
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

名
越
峯
壽
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
固
定
資
産
税
の
評
価
に
つ
い
て

名越　峯壽議員

な ごし としむね

答 問

問

問 企
業
誘
致
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

広
島
県
起
業
の
道
整
備
交
付
金
事
業

（
河
内
高
野
線
）の
促
進
に
つ
い
て

庄
原
地
域
の

斎
場
整
備
計
画
に
つ
い
て

答

庄原市上野総合公園（東本町）

グリーンケミカル株式会社（是松町）



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!
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庄
原
市
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

観
光
施
策
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
位

置
づ
け
て
い
る
の
か
。

庄
原
市
上
野
総
合
公
園
は
、
上
野
池
、

上
野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
を
含
む

広
域
な
都
市
公
園
で
あ
る
が
、そ
の
中
で
も
上

野
池
周
辺
の
、通
称
上
野
公
園
に
お
い
て
は
、

四
季
お
り
お
り
の
風
景
が
、市
内
外
か
ら
観
光

客
を
誘
っ
て
お
り
、庄
原
地
域
に
お
け
る
主
要

な
観
光
地
の
一
つ
で
あ
り
、ま
た
、
朝
夕
の
散

歩
や
魚
釣
り
な
ど
、気
軽
に
健
康
づ
く
り
や
ス

ポ
ー
ツ
が
で
き
る
市
民
の
憩
い
の
場
と
も

な
っ
て
い
る
。毎
年
４
月
１
日
か
ら
の
１
カ
月

間
は
、桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、夏
は
花
火
大

会
、そ
の
ほ
か
に
、し
ょ
う
ば
ら
夢
ほ
た
る
が

実
施
す
る
冬
の
上
野
公
園
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事

業
が
あ
る
。以
上
の
と
お
り
、春
の
桜
、夏
の
花

火
、
冬
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、庄
原
地
域

の
観
光
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
位
置
づ
け
て
お
り
、

他
の
イ
ベ
ン
ト
等
と
か
ら
め
て
、よ
り
多
く
の

集
客
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

三
次
市
、
安
芸
高
田
市
と
建
設
さ
れ

て
い
る
が
、
本
市
の
整
備
計
画
と
し

て
は
、何
年
ご
ろ
に
な
る
の
か
。

庄
原
地
域
の
斎
場
の
整
備
は
、長
期
総

合
計
画
・
後
期
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
の
工
事
完
成
を
予
定
し
て
い

る
。
総
事
業
費
は
現
地
建
て
替
え
を
前
提
と

し
て
、約
４
億
５
千
万
円
を
計
画
し
て
い
る
。

今
年
度
中
に
本
市
全
体
の
斎
場
整
備
計
画
を

策
定
し
、
庄
原
地
域
の
整
備
計
画
を
ま
と
め

た
い
。

坂本　義明議員

さか もと あきよし

答

答

問 庄
原
上
野
公
園
の
今
後
に
つ
い
て

問

㈱
ジ
ュ
オ
ン
等
の
経
営
者
を
補
助
金

適
正
化
法
違
反
で
告
訴
す
る
こ
と
に

な
っ
た
が
、市
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
に
甘
さ
が

あ
っ
た
と
の
市
長
見
解
を
具
体
的
に
説
明

さ
れ
た
い
。

こ
の
事
件
に
関
し
て
、甘
さ
が
あ
っ
た

と
発
言
し
た
真
意
は
、
具
体
的
に
甘

か
っ
た
部
分
が
あ
る
と
認
識
し
て
発
言
し
た

も
の
で
は
な
く
、
関
係
法
令
や
条
例
に
沿
っ

て
手
続
き
を
進
め
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
不

正
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、そ
の
よ
う
な
発
言
に
な
っ
た
。チ
ェ
ッ
ク

体
制
に
つ
い
て
は
、
市
の
直
接
事
業
な
ら
諸

規
程
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
の
明
文
化
さ
れ
た

ル
ー
ル
に
よ
り
細
か
く
監
視
し
て
い
く
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。一
方
で
、本
事
業
は
グ
リ
ー

ン
ケ
ミ
カ
ル
が
補
助
事
業
と
し
て
実
施
す
る

も
の
で
、
市
は
間
接
的
に
し
か
関
わ
れ
な
い

こ
と
か
ら
、
結
果
と
し
て
不
正
を
見
抜
け
ず

に
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
い
た
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
る
。

ジ
ュ
オ
ン
問
題
は
、
市
長
に
よ
る
行

政
執
行
が
、
こ
の
件
に
限
り
一
部
の

部
局
に
特
命
さ
れ
、市
行
政
の
総
合
力
を
集

め
た
推
進
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
主
因

で
は
な
い
か
。

市
の
事
務
及
び
事
業
の
遂
行
は
、地
方

自
治
法
に
基
づ
き
、市
行
政
組
織
条
例

を
定
め
、
市
長
の
権
限
に
属
す
る
事
務
を
分

掌
さ
せ
る
た
め
、課
を
設
置
し
、そ
れ
ぞ
れ
の

施
策
を
適
正
か
つ
能
率
的
に
遂
行
さ
せ
る
た

め
、
市
行
政
組
織
規
則
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の

課
に
事
務
・
事
業
を
担
当
さ
せ
て
い
る
。こ
の

ジ
ュ
オ
ン
関
連
の
事
業
に
限
っ
て
、
特
定
の

組
織
の
一
部
に
決
定
・
推
進
権
限
を
限
定
さ

せ
た
と
い
う
認
識
は
な
い
。ま
た
、こ
の
ジ
ュ

オ
ン
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
他
の
政
策
と
同

様
の
プ
ロ
セ
ス
に
よ
り
推
進
し
て
お
り
、
市

長
の
独
断
に
よ
り
推
進
し
た
と
い
う
認
識
は

な
い
。

福山　権二議員

ふく やま じけん

答 問 ジ
ュ
オ
ン
問
題
の
事
業
管
理
に
つ
い
て

答 問 ジ
ュ
オ
ン
問
題
の
総
括
視
点
に
つ
い
て

林
業
振
興
に
つ
い
て

尾
道
松
江
線
の
開
通
を
新
た
な
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
地
場
産
業

の
育
成
や
新
た
な
産
業
を
起
こ
し
、地
域
経

済
の
拡
大
・
発
展
、
雇
用
の
創
出
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
伺
う
。

広
島
経
済
同
友
会
地
域
経
済
委
員
会

か
ら
発
表
さ
れ
た
「
都
市
圏
を
結
ぶ

高
速
自
動
車
網
を
活
用
し
た
広
島
県
経
済

の
振
興
方
策
」
で
は
、
農
林
業
、
観
光
業
な
ど

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
、
尾
道
松
江
線
の
開
通
に

よ
り
拡
大
す
る
と
予
測
さ
れ
、
中
で
も
農
林

業
の
経
済
効
果
は
高
く
、
次
に
観
光
業
等
が

増
加
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
基
幹
産
業

で
あ
る
農
林
業
で
は
道
路
整
備
に
よ
る
時

間
短
縮
で
、
愛
媛
県
や
、
備
後
地
区
、
出
雲
・

松
江
市
方
面
へ
の
取
引
増
加
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
農
業
・
観
光
事
業
で
は
「
庄

原
市
高
野
観
光
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
道
の

駅
）
」
を
整
備
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
農

産
物
な
ど
の
販
売
、
観
光
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
の
情
報
発
信
機
能
に
よ
る
交
流

人
口
の
増
加
を
め
ざ
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

高
野
地
域
を
モ
デ
ル
と
し
て
取
り
組
む
未

来
創
造
事
業
で
は
、
特
産
品
開
発
や
着
地
型

観
光
事
業
を
市
民
と
協
働
に
よ
り
実
施
し
、

新
た
な
価
値
の
創
造
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

今
後
未
来
創
造
事
業
の
成
果
を
全
市
に
普

及
さ
せ
、
農
業
・
林
業
・
観
光
を
中
心
に
、
既

存
産
業
の
育
成
と
新
規
産
業
の
創
出
・
企
業

誘
致
に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

高
野
地
区
か
ら
河
内
地
区
ま
で
の
林

道
整
備
区
間
の
事
業
計
画
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

「
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業
」と

し
て
、平
成
11
年
度
か
ら
約
３
・
３
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
を
計
画
実
施
さ
れ
、平
成
22
年

度
か
ら
道
整
備
交
付
金
事
業
と
し
て
、引
き

続
き
、平
成
28
年
度
を
完
成
目
標
年
度
と
し

て
施
工
さ
れ
て
い
る
。平
成
23
年
度
末
ま
で

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
全
体
３
・
３
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
う
ち
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

完
成
し
、
残
り
約
２
・
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が

未
改
良
と
な
っ
て
お
り
、
早
期
完
成
を
広
島

県
に
要
望
し
て
い
る
。

西
村
和
正
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
防
災
対
策
に
つ
い
て

西村　和正議員

にし むら かず まさ

答

①
国
産
材
価
格
が
低
迷
し
て
い
る
今

日
、再
造
林
し
た
く
て
も
補
助
金
だ
け

で
は
自
己
負
担
が
多
く
て
困
難
で
あ
る
。「
東

城
町
森
林
再
生
協
議
会
」は
自
主
的
に
再
造

林
対
策
を
進
め
ら
れ
て
い
る
。再
造
林
・
保
育

林
対
策
を
、国
県
に
対
し
て
強
く
要
望
す
る

べ
き
だ
と
思
う
が
、市
の
対
応
を
伺
う
。

②
市
内
木
材
活
用
を
普
及
す
る
た
め
に
、増

改
築
に
対
し
て
、
奨
励
金
だ
け
で
な
く
、
木

材
製
品
の
現
物
支
給
を
す
る
べ
き
と
思
う

が
、考
え
を
伺
う
。

①
造
林
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
再
造

林
に
つ
い
て
の
補
助
に
変
更
は
な
い

が
、間
伐
に
つ
い
て
は
平
成
23
年
度
よ
り
保

育
間
伐
主
体
か
ら
搬
出
間
伐
主
体
へ
と
方
針

が
変
更
さ
れ
た
。平
成
23
年
11
月
に
全
国
市

長
会
か
ら
、再
造
林
・
保
育
林
に
つ
い
て
支
援

を
行
う
こ
と
な
ど
を
国
に
対
し
要
望
し
、保

育
林
の
支
援
と
し
て
、新
た
に
平
成
24
年
度

か
ら
、森
林
経
営
計
画
等
に
基
づ
く
場
合
は
、

平
均
胸
高
直
径
18
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
未
満
の

除
伐
が
補
助
対
象
と
な
っ
た
。ま
た
、本
市
の

場
合
、搬
出
間
伐
が
困
難
な
地
域
が
多
く
、保

育
林
対
策
の
一
つ
で
あ
る
切
捨
て
間
伐
は
必

要
な
施
業
で
あ
る
こ
と
は
十
分
認
識
し
て
い

る
。「
ひ
ろ
し
ま
の
森
づ
く
り
事
業
」で
は
、
15

年
間
未
整
備
の
人
工
林
が
間
伐
の
要
件
と

な
っ
て
い
た
が
、今
年
度
か
ら
、そ
の
う
ち
保

安
林
に
つ
い
て
は
10
年
間
未
整
備
に
短
縮
さ

れ
た
。保
安
林
以
外
に
つ
い
て
も
期
間
の
短

縮
を
、県
に
対
し
要
望
し
て
い
き
た
い
。

②
市
内
木
材
の
普
及
に
つ
い
て
は
、「
地
域
木

材
住
宅
建
築
普
及
奨
励
金
」
の
制
度
を
活
用

し
て
い
き
た
い
。
さ
ら
な
る
普
及
の
た
め
に

は
、
提
案
の
よ
う
に
、
森
林
組
合
な
ど
で
、
地

域
の
原
木
を
含
む
木
材
製
品
の
提
供
な
ど
、

消
費
者
が
入
手
し
や
す
い
仕
組
み
を
検
討
す

る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
本
年
度
策
定
す
る

林
業
振
興
計
画
の
中
で
も
、地
域
材
の
普
及
、

利
用
促
進
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ

る
。さ
ら
に
、「
公
共
建
築
物
等
に
お
け
る
木

材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」が
、平
成

22
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て
お
り
、今
年

度
早
期
に
、本
市
の「
公
共
建
築
物
等
に
お
け

る
木
材
の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
方
針
」
を

策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
取

り
組
み
を
通
じ
、
地
域
材
の
普
及
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

名
越
峯
壽
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
固
定
資
産
税
の
評
価
に
つ
い
て

名越　峯壽議員

な ごし としむね

答 問

問

問 企
業
誘
致
な
ど
地
域
経
済
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て

広
島
県
起
業
の
道
整
備
交
付
金
事
業

（
河
内
高
野
線
）の
促
進
に
つ
い
て

庄
原
地
域
の

斎
場
整
備
計
画
に
つ
い
て

答

庄原市上野総合公園（東本町）

グリーンケミカル株式会社（是松町）



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!

しょうばら市議会だより　2012 . 8 14しょうばら市議会だより　2012 . 815

市
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
が
「
一

部
地
域
の
み
の
整
備
で
は
い
け
な

い
。
当
初
か
ら
全
域
の
整
備
を
す
べ
き
」
と

の
意
見
が
一
番
多
く
出
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。
今
回
の
整
備
計
画
の
方
針
で
は
、
と

り
わ
け
商
工
業
振
興
に
重
き
を
置
き
、産
業

振
興
の
具
体
的
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
市

民
説
明
を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
で
は
、
高
速
情
報
通
信
網
整
備
の

た
め
、平
成
20
年
度
か
ら
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
市
内

全
域
で
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
民
間
事
業
者

が
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
、
デ
ー
タ
通
信

の
普
及
と
あ
わ
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

環
境
整
備
は
、
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

急
速
な
情
報
通
信
技
術
の
発
展
は
、
超
高
速
・

大
容
量
の
デ
ー
タ
通
信
を
必
要
と
す
る
シ
ス

テ
ム
を
普
及
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
高
速
情
報

通
信
網
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。そ
の
た
め
市
で
は
、昨
年
９
月
に
住
民
や

事
業
所
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、こ
の
結
果
を
も
と
に
、超
高
速
情
報
通
信

網
整
備
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
、昨
年
11
月

に
示
し
た
。そ
の
後
、本
年
２
月
に
、市
内
７

地
域
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
、
63
名
の
参

加
を
い
た
だ
い
た
。こ
の
説
明
会
に
お
い
て

は
、「
一
部
地
域
の
み
の
整
備
で
は
い
け
な

い
。当
初
か
ら
全
域
を
整
備
す
る
べ
き
」と
の

意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
に
も
「
現

状
で
は
今
の
方
向
性
で
仕
方
が
な
い
が
、
将

来
的
に
は
全
域
を
整
備
す
べ
き
」
、「
現
在
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
十
分
で
あ
り
、
整

備
は
必
要
な
い
」な
ど
の
意
見
も
あ
り
、多
様

な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。「
よ
り

具
体
的
な
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
市
民
説
明

を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
の
指
摘
に

つ
い
て
、
説
明
会
に
お
い
て
方
向
性
は
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。し
か
し
、事
業
の
具
体

化
は
今
後
段
階
を
踏
ん
で
行
っ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
な
事
業
目
標
ま
で
の
説
明

は
し
て
い
な
い
。今
後
、市
民
が
参
画
す
る
検

討
会
議
を
設
け
、
事
業
の
内
容
や
公
益
性
な

ど
十
分
な
審
議
を
い
た
だ
き
、
そ
の
検
討
結

果
を
も
と
に
事
業
決
定
を
す
る
予
定
で
あ

り
、そ
の
中
で
は
、具
体
的
目
標
も
示
し
て
論

議
を
い
た
だ
き
た
い
。

宇
江
田
豊
彦
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
庄
原
市
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ジ
ュ
オ
ン

　
が
進
め
た
共
同
事
業
の
成
果
と
課
題
に
つ

　
い
て

宇江田豊彦議員

う え だ ひことよ

答 問

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
の

補
助
金
不
正
受
給
問
題
の
解
決
を

新
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
に
つ
い
て
、
市

職
員
は
調
査
・
検
討
を
し
て
い
る
の

か
伺
う
。市

で
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
と
緊
密

な
連
携
を
も
と
に
事
業
継
続
実
現
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。な
お
、ス
ポ
ン

サ
ー
候
補
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業
で
、同

業
種
の
中
で
も
売
上
高
順
位
が
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
お
り
、
優
良
な
企
業
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

①
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
へ
売
却
し

た
用
地
は
、
銀
行
の
担
保
に
入
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、金
額
は
い
く
ら
か
。

②
ま
た
、土
地
が
担
保
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、

次
な
る
企
業
の
事
業
再
開
に
向
け
て
支
障

は
な
い
の
か
伺
う
。

①
市
は
、庄
原
工
業
団
地
の
土
地
、６

８
５
５
平
方
メ
ー
ト
ル
を
平
成
20
年

１
月
20
日
に
分
譲
し
て
い
る
。こ
の
土
地
へ

金
融
機
関
の
担
保
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

担
保
金
額
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
状
況
に

あ
っ
て
も
な
お
、法
人
情
報
で
あ
り
、情
報
保

護
の
観
点
か
ら
公
に
す
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
と
考
え
る
。

②
事
業
継
続
に
は
財
産
の
取
得
が
必
要
で
、

抵
当
権
者
と
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
が
協
議
を
行

い
、
取
得
価
格
に
つ
い
て
合
意
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
双
方
で
調
整
さ
れ
て
い

る
。

小
谷
鶴
義
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
農
林
振
興
公
社
の
運
営
す
る
八
木
店
の
今

　
後
に
つ
い
て

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
対
す
る
農
業
委
員
会
と
し

　
て
の
考
え
方
に
つ
い
て

小谷　鶴義議員

こ だに つる よし

答

①
今
で
も
事
業
継
続
を
め
ざ
す
考
え

な
の
か
。

②
市
長
が
言
わ
れ
る「
市
民
が
納
得
で
き
る

収
拾
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

③
一
日
も
早
く
事
業
中
止
と
補
助
金
返
還

命
令
を
出
し
、市
長
の
事
務
執
行
に
お
け
る

責
任
も
明
確
に
し
て
対
応
し
な
い
と
、裁
判

も
争
え
な
い
し
、市
民
の
理
解
も
得
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

①
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
と
は
、
こ
の
５

月
に
も
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
民
事

再
生
が
不
可
能
と
な
っ
た
現
在
で
も
木
粉
を

使
っ
た
樹
脂
原
料
の
工
業
製
品
化
に
強
い
意

欲
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
市
が
当
初
め
ざ
し

た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
活
用
し
た
林

業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
と
い
う
事
業
目
的

の
達
成
の
た
め
に
も
、
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
に

は
、
事
業
継
続
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お

り
、連
携
・
協
力
し
て
い
き
た
い
。

②
一
つ
と
し
て
は
、
事
業
実
施
主
体
へ
の
事

業
取
消
と
、
補
助
金
返
還
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。市
が
現
在
行
っ
て
い
る
、グ
リ
ー
ン
ケ
ミ

カ
ル
な
ど
が
実
施
し
た
全
事
業
調
査
完
了

後
、中
国
四
国
農
政
局
と
協
議
し
、早
期
に
市

か
ら
事
業
実
施
主
体
に
対
す
る
事
業
取
消
、

補
助
金
返
還
命
令
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
に
よ
る
事
業

継
続
で
あ
る
。事
業
継
続
に
つ
い
て
、ス
ポ
ン

サ
ー
候
補
は
、現
在
、こ
の
プ
ラ
ン
ト
を
有
効

活
用
し
、
木
粉
を
使
っ
た
樹
脂
原
料
の
工
業

製
品
化
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。

市
が
当
初
め
ざ
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有

効
活
用
し
た
林
業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
と

い
う
事
業
目
的
の
達
成
の
た
め
に
も
、
ス
ポ

ン
サ
ー
候
補
に
は
事
業
継
続
を
実
現
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
そ
の
道
筋
を
連
携
協
力
し
て

付
け
て
い
き
た
い
。

③
事
業
中
止
と
補
助
金
返
還
命
令
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
市
に
お
い
て
、
現
在
、
グ
リ
ー
ン

ケ
ミ
カ
ル
等
が
実
施
し
た
補
助
事
業
の
全
事

業
調
査
の
目
途
を
６
月
い
っ
ぱ
い
と
し
、
そ

の
結
果
を
も
っ
て
、
中
国
四
国
農
政
局
と
協

議
を
行
い
、
早
急
に
事
業
取
消
と
補
助
金
返

還
命
令
を
行
う
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

市
長
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
、
自
分
自
身
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

谷
口
隆
明
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
地
元
中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て

○
震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

谷口　隆明議員

たに ぐち あきたか

答 問

問問 グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
破
綻
後
の

新
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の

見
通
し
と
時
期
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
に

売
却
し
た
用
地
に
つ
い
て

超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
と

商
工
業
振
興
に
つ
い
て

答

7日

8日

14日

15日

16日

21日

22日

28日

4日

5日

6日

8日

12日

議会広報委員会

教育民生常任委員会

議会運営委員会

産業建設調査会

議会運営委員会

産業建設調査会

教育民生調査会

議会改革特別委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

教育民生調査会

議会運営委員会

総務財政常任委員会

議会改革特別委員会

5 月

6 月

13日

15日

19日

20日

21日

22日

26日

28日

第３回市議会定例会

議会運営委員会

総務財政常任委員会

教育民生常任委員会

産業建設・教育民生連合審査会

第３回市議会定例会

第３回市議会定例会

第３回市議会定例会

議会運営委員会

第３回市議会定例会

総務財政常任委員会

教育民生常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

第３回市議会定例会

議員全員協議会

議会広報委員会

議会改革特別委員会

6 月
2日

3日

10日

11日

17日

18日

23日

24日

26日

30日

議会報告会

議会運営委員会

議会改革特別委員会

教育民生常任委員会

議会運営委員会

北部ブロック議員研修会

議員全員協議会

総務財政調査会

産業建設調査会

教育民生常任委員会

行政視察

教育民生調査会

教育民生常任委員会

議会運営委員会

7 月

[５・６・７月]

～25日

～20日

２日目

３日目

４日目

５日目

６日目

動きの議議 会会

初　日

［行政視察受入状況］
兵庫県朝来市議会庁舎整備
調査特別委員会（庁舎建設）

7月12日

滋賀県甲賀市議会
総務常任委員会（庁舎建設）

7月24日

北海道北広島市議会新庁舎建設
調査特別委員会（庁舎建設）

7月26日

議員全員協議会のようす（７月23日）



一般質問
ここが聞きたい!

一般質問
ここが聞きたい!
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市
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
が
「
一

部
地
域
の
み
の
整
備
で
は
い
け
な

い
。
当
初
か
ら
全
域
の
整
備
を
す
べ
き
」
と

の
意
見
が
一
番
多
く
出
さ
れ
た
と
聞
い
て

い
る
。
今
回
の
整
備
計
画
の
方
針
で
は
、
と

り
わ
け
商
工
業
振
興
に
重
き
を
置
き
、産
業

振
興
の
具
体
的
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
市

民
説
明
を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

市
で
は
、
高
速
情
報
通
信
網
整
備
の

た
め
、平
成
20
年
度
か
ら
Ｄ
Ｓ
Ｌ
、無

線
Ｌ
Ａ
Ｎ
、
衛
星
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
と
市
内

全
域
で
整
備
を
行
っ
て
お
り
、
民
間
事
業
者

が
行
っ
て
い
る
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
や
、
デ
ー
タ
通
信

の
普
及
と
あ
わ
せ
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

環
境
整
備
は
、
ほ
ぼ
整
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

急
速
な
情
報
通
信
技
術
の
発
展
は
、
超
高
速
・

大
容
量
の
デ
ー
タ
通
信
を
必
要
と
す
る
シ
ス

テ
ム
を
普
及
さ
せ
、
こ
れ
ま
で
の
高
速
情
報

通
信
網
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
状
況
で
あ

る
。そ
の
た
め
市
で
は
、昨
年
９
月
に
住
民
や

事
業
所
に
対
し
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
、こ
の
結
果
を
も
と
に
、超
高
速
情
報
通
信

網
整
備
に
つ
い
て
の
方
向
性
を
、昨
年
11
月

に
示
し
た
。そ
の
後
、本
年
２
月
に
、市
内
７

地
域
で
市
民
説
明
会
を
開
催
し
、
63
名
の
参

加
を
い
た
だ
い
た
。こ
の
説
明
会
に
お
い
て

は
、「
一
部
地
域
の
み
の
整
備
で
は
い
け
な

い
。当
初
か
ら
全
域
を
整
備
す
る
べ
き
」と
の

意
見
が
多
く
あ
っ
た
。
し
か
し
、
他
に
も
「
現

状
で
は
今
の
方
向
性
で
仕
方
が
な
い
が
、
将

来
的
に
は
全
域
を
整
備
す
べ
き
」
、「
現
在
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
で
十
分
で
あ
り
、
整

備
は
必
要
な
い
」な
ど
の
意
見
も
あ
り
、多
様

な
考
え
方
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。「
よ
り

具
体
的
な
目
標
を
明
ら
か
に
し
て
市
民
説
明

を
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
」
と
の
指
摘
に

つ
い
て
、
説
明
会
に
お
い
て
方
向
性
は
説
明

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。し
か
し
、事
業
の
具
体

化
は
今
後
段
階
を
踏
ん
で
行
っ
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
な
事
業
目
標
ま
で
の
説
明

は
し
て
い
な
い
。今
後
、市
民
が
参
画
す
る
検

討
会
議
を
設
け
、
事
業
の
内
容
や
公
益
性
な

ど
十
分
な
審
議
を
い
た
だ
き
、
そ
の
検
討
結

果
を
も
と
に
事
業
決
定
を
す
る
予
定
で
あ

り
、そ
の
中
で
は
、具
体
的
目
標
も
示
し
て
論

議
を
い
た
だ
き
た
い
。

宇
江
田
豊
彦
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
庄
原
市
環
境
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
ジ
ュ
オ
ン

　
が
進
め
た
共
同
事
業
の
成
果
と
課
題
に
つ

　
い
て

宇江田豊彦議員

う え だ ひことよ

答 問

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
の

補
助
金
不
正
受
給
問
題
の
解
決
を

新
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
に
つ
い
て
、
市

職
員
は
調
査
・
検
討
を
し
て
い
る
の

か
伺
う
。市

で
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
と
緊
密

な
連
携
を
も
と
に
事
業
継
続
実
現
に

向
け
て
協
議
を
進
め
て
い
る
。な
お
、ス
ポ
ン

サ
ー
候
補
は
、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
造
業
で
、同

業
種
の
中
で
も
売
上
高
順
位
が
上
位
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
お
り
、
優
良
な
企
業
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
る
。

①
グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
へ
売
却
し

た
用
地
は
、
銀
行
の
担
保
に
入
っ
て

い
る
と
の
こ
と
だ
が
、金
額
は
い
く
ら
か
。

②
ま
た
、土
地
が
担
保
に
入
っ
て
い
る
こ
と
は
、

次
な
る
企
業
の
事
業
再
開
に
向
け
て
支
障

は
な
い
の
か
伺
う
。

①
市
は
、庄
原
工
業
団
地
の
土
地
、６

８
５
５
平
方
メ
ー
ト
ル
を
平
成
20
年

１
月
20
日
に
分
譲
し
て
い
る
。こ
の
土
地
へ

金
融
機
関
の
担
保
が
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、

担
保
金
額
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
状
況
に

あ
っ
て
も
な
お
、法
人
情
報
で
あ
り
、情
報
保

護
の
観
点
か
ら
公
に
す
る
こ
と
は
適
当
で
な

い
と
考
え
る
。

②
事
業
継
続
に
は
財
産
の
取
得
が
必
要
で
、

抵
当
権
者
と
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
が
協
議
を
行

い
、
取
得
価
格
に
つ
い
て
合
意
す
る
必
要
が

あ
り
、
こ
れ
ま
で
も
双
方
で
調
整
さ
れ
て
い

る
。

小
谷
鶴
義
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
農
林
振
興
公
社
の
運
営
す
る
八
木
店
の
今

　
後
に
つ
い
て

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
対
す
る
農
業
委
員
会
と
し

　
て
の
考
え
方
に
つ
い
て

小谷　鶴義議員

こ だに つる よし

答

①
今
で
も
事
業
継
続
を
め
ざ
す
考
え

な
の
か
。

②
市
長
が
言
わ
れ
る「
市
民
が
納
得
で
き
る

収
拾
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容
を
想
定
し

て
い
る
の
か
。

③
一
日
も
早
く
事
業
中
止
と
補
助
金
返
還

命
令
を
出
し
、市
長
の
事
務
執
行
に
お
け
る

責
任
も
明
確
に
し
て
対
応
し
な
い
と
、裁
判

も
争
え
な
い
し
、市
民
の
理
解
も
得
ら
れ
な

い
の
で
は
な
い
か
。

①
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
と
は
、
こ
の
５

月
に
も
協
議
を
行
っ
て
お
り
、
民
事

再
生
が
不
可
能
と
な
っ
た
現
在
で
も
木
粉
を

使
っ
た
樹
脂
原
料
の
工
業
製
品
化
に
強
い
意

欲
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。
市
が
当
初
め
ざ
し

た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有
効
活
用
し
た
林

業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
と
い
う
事
業
目
的

の
達
成
の
た
め
に
も
、
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
に

は
、
事
業
継
続
を
し
て
ほ
し
い
と
考
え
て
お

り
、連
携
・
協
力
し
て
い
き
た
い
。

②
一
つ
と
し
て
は
、
事
業
実
施
主
体
へ
の
事

業
取
消
と
、
補
助
金
返
還
を
行
う
こ
と
で
あ

る
。市
が
現
在
行
っ
て
い
る
、グ
リ
ー
ン
ケ
ミ

カ
ル
な
ど
が
実
施
し
た
全
事
業
調
査
完
了

後
、中
国
四
国
農
政
局
と
協
議
し
、早
期
に
市

か
ら
事
業
実
施
主
体
に
対
す
る
事
業
取
消
、

補
助
金
返
還
命
令
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
も

う
一
つ
は
、
ス
ポ
ン
サ
ー
候
補
に
よ
る
事
業

継
続
で
あ
る
。事
業
継
続
に
つ
い
て
、ス
ポ
ン

サ
ー
候
補
は
、現
在
、こ
の
プ
ラ
ン
ト
を
有
効

活
用
し
、
木
粉
を
使
っ
た
樹
脂
原
料
の
工
業

製
品
化
に
強
い
意
欲
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
。

市
が
当
初
め
ざ
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有

効
活
用
し
た
林
業
振
興
や
地
域
の
活
性
化
と

い
う
事
業
目
的
の
達
成
の
た
め
に
も
、
ス
ポ

ン
サ
ー
候
補
に
は
事
業
継
続
を
実
現
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
そ
の
道
筋
を
連
携
協
力
し
て

付
け
て
い
き
た
い
。

③
事
業
中
止
と
補
助
金
返
還
命
令
の
時
期
に

つ
い
て
は
、
市
に
お
い
て
、
現
在
、
グ
リ
ー
ン

ケ
ミ
カ
ル
等
が
実
施
し
た
補
助
事
業
の
全
事

業
調
査
の
目
途
を
６
月
い
っ
ぱ
い
と
し
、
そ

の
結
果
を
も
っ
て
、
中
国
四
国
農
政
局
と
協

議
を
行
い
、
早
急
に
事
業
取
消
と
補
助
金
返

還
命
令
を
行
う
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
い
る
。

市
長
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
し
か
る
べ
き
時

期
に
、
自
分
自
身
が
判
断
す
る
こ
と
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

谷
口
隆
明
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

○
地
元
中
小
企
業
の
振
興
に
つ
い
て

○
震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理
に
つ
い
て

谷口　隆明議員

たに ぐち あきたか

答 問

問問 グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
破
綻
後
の

新
ス
ポ
ン
サ
ー
企
業
の

見
通
し
と
時
期
に
つ
い
て

グ
リ
ー
ン
ケ
ミ
カ
ル
㈱
に

売
却
し
た
用
地
に
つ
い
て

超
高
速
情
報
通
信
網
整
備
と

商
工
業
振
興
に
つ
い
て

答

7日

8日

14日

15日

16日

21日

22日

28日

4日

5日

6日

8日

12日

議会広報委員会

教育民生常任委員会

議会運営委員会

産業建設調査会

議会運営委員会

産業建設調査会

教育民生調査会

議会改革特別委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

議員全員協議会

教育民生調査会

議会運営委員会

総務財政常任委員会

議会改革特別委員会

5 月

6 月

13日

15日

19日

20日

21日

22日

26日

28日

第３回市議会定例会

議会運営委員会

総務財政常任委員会

教育民生常任委員会

産業建設・教育民生連合審査会

第３回市議会定例会

第３回市議会定例会

第３回市議会定例会

議会運営委員会

第３回市議会定例会

総務財政常任委員会

教育民生常任委員会

産業建設常任委員会

議会運営委員会

第３回市議会定例会

議員全員協議会

議会広報委員会

議会改革特別委員会

6 月
2日

3日

10日

11日

17日

18日

23日

24日

26日

30日

議会報告会

議会運営委員会

議会改革特別委員会

教育民生常任委員会

議会運営委員会

北部ブロック議員研修会

議員全員協議会

総務財政調査会

産業建設調査会

教育民生常任委員会

行政視察

教育民生調査会

教育民生常任委員会

議会運営委員会

7 月

[５・６・７月]

～25日

～20日

２日目

３日目

４日目

５日目

６日目

動きの議議 会会

初　日

［行政視察受入状況］
兵庫県朝来市議会庁舎整備
調査特別委員会（庁舎建設）

7月12日

滋賀県甲賀市議会
総務常任委員会（庁舎建設）

7月24日

北海道北広島市議会新庁舎建設
調査特別委員会（庁舎建設）

7月26日

議員全員協議会のようす（７月23日）
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編

集

後

記

主な日程（予定）9月定例会の　
今
年
の
梅
雨
前
線
も
北
九
州
各
地

を
中
心
に
大
き
な
犠
牲
と
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。心
か
ら
お
見
舞
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。
庄
原
市
内
で
も
道

路
・
河
川
・
農
業
用
施
設
な
ど
多
く
の

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。災
害
に
強
い

地
域
づ
く
り
と
迅
速
な
復
旧
工
事
を

望
む
も
の
で
す
。

　
今
年
で
２
回
目
と
な
る
議
会
報
告
会

が
終
わ
り
ま
し
た
。市
内
21
会
場
で
延

べ
3
6
9
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。最
初
の
説
明

も
資
料
も
わ
か
り
に
く
か
っ
た
と
の
声

が
多
く
あ
り
ま
し
た
。議
員
・
議
会
に
対

す
る
忌
憚
の
な
い
ご
批
判
と
ご
意
見
も

た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
が

今
の
私
た
ち
議
会
議
員
の
実
態
で
す
。

　
開
か
れ
た
議
会
に
向
か
っ
て
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
地
点
に
立
っ
た
段
階
で

す
。我
々
の
任
期
は
半
年
余
り
に
な

り
ま
し
た
が
、説
明
責
任
の
求
め
ら

れ
る
課
題
は
山
積
し
た
ま
ま
で
す
。

ま
さ
に
正
念
場
で
す
。議
員
活
動
の

原
点
を
再
確
認
し
、議
員
全
員
が
心

一
つ
に
前
進
で
き
る
か
ど
う
か
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

議
会
広
報
委
員
会

　   

　
委 

員 

長
　
　
門
脇
　
俊
照

　   

　
副
委
員
長
　
　
谷
口
　
隆
明

　   

　
委
　
　
員
　
　
福
山
　
権
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
木
　
忠
德

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
内
　
光
義

９月５日（水）

９月６日（木）

９月７日（金）

９月10日（月）

９月19日（水）

９月20日（木）

９月21日（金）

９月25日（火）

９月28日（金）

本会議、
決算審査特別委員会ほか

決算分科会

決算分科会

決算分科会

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議（一般質問）

本会議、
決算審査特別委員会

本会議

日にち 主な会議名

Shobara city council magazine

第31号

※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（TEL 0824-73-1162）へ
　お問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時からの予定です。

広島県市議会議長会
北部ブロック議員研修会

７月18日、庄原市帝釈峡博物展示施設時悠館（東城
町）において、三次市議会、安芸高田市議会、庄原市議
会の議員69名が集まり、研修会を開催しました。

　今日の社会の仕組みは歴史の積み重ねの上にでき
あがったものであり、地域が現在抱えている問題な
どを考える上で必要となる見識を広く養うことを目
的とし、『帝釈縄文人と出会う、一万年の旅』と題して、
中越利夫所長より帝釈峡遺跡群をはじめとする調査
の歴史、資料を展示・保存する意義などについて講演
をいただきました。

「時悠」とは、はるかに限りなく遠い時を意味し、この施設には帝釈峡遺跡群の遺跡や出土品、縄文時代の
岩陰住居の復元、帝釈峡遺跡群の調査の歴史、縄文・弥生時代のくらしの復元、帝釈峡の森や峡谷にみられ
る石灰岩地帯特有の動植物などが展示されています。

講演のようす

時悠館の

紹介

■発行：平成24年８月20日

6月定例会
4p 主な議案

5p 補正予算

6p 議決結果

8p 一般質問

議会報告会を開催
（久代自治振興センター）【2P】


